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北海道立水産試験場報告 第14号 昭和47年3月

1970年夏期の北部 日本海沖合いにおける'

スルメイカの標識放流結果について

- 放流イカの戸籍付けの試み-

田 代 征 秋 ･山 岸 書 弘 ･鈴 内 孝 行

(北海道立函館水産試輸切)

ResultsoftheTagglngExperimentsofaCommonSquldflSh,

TodarodespacijTtcus(STEENSTRUP)madelnoff-ShoreAIea

oftheNorthernJapanSeadurlngaSummerSeasonof1970

-Anattempttogroul)lngOfthetaggeds｡UldsbysIZe-

MasatokiTASHIRO,YoshihlLOYAMAGISHland

TakayukiSuzUUcHl

(TLokkL71doflak.odaleFFshel･LeSEェ♪e'LllFCnLaLSIaLLOt･)

RecentlymanyecotoglCalknowledgesonacommonsquldflShhavebeenobta･nedthrough

manylnVeStlgationsmadelnOff-shoreareasorlheJapanSea,especial)ytTOm thewatersaround

theYa.natoBank lnHokkaLdo,asystematlC.nVeStlgal10nhasalsobeencarrledoutbythecO-

operat10nOftheHakodateand theWakkanalFISllerleSExperlrnentalStatlOnSaSWellasthe

HokkaldoReg･onalFISherleSResearchLaboratoryTorthepurposeOfmakingCleartheecologlCal

aspectsofthelTOff-Shoregroups,mtheorf-shoreareaofttleNorrherrLJapanSea.slnCe1969

ThepresentreI氾rtdealtwlthmalnlyresultsofthetaggtngexperlmentSmadeLnJulyand

Augustot1970,lnOrdertosearchLhelrmovementandseasonalmlgratLOnunderanewattemptoE

grouplngbasedonLhelrmarLtlelength

Theresultsobta】nedaresummarlZedasfoHows

lJFromtheresultsoflnVeStlgatlOTISmadeln(hesummerseasonsof1969and1970,thesqulds

dlStrlbutedlntheNorthernJapanSeaaremanlycomposedorlmmalurelndlVldualsfro】T･two

(llfferentorlglnatlOnSaSan･lu-umn-SpaWnmgPOpulat10■-andaw.nter-sl)awnlngpOPulatlOn

2)ThoselwopopulatlOnSaredlStL■-gUIShabtefromthetest.～we■ghHndexlnmalesaswellasthe

nldamentalglandLengthlnEernalesrespectLVely lnanautumn-spa､VnlnglX)pUlatlOn,theyhave

hlghertestlSWelghtIndexvaluesthan20andlongerrn(lLLmentalglandlengththan3cm ln

eachsex On(heotherhand..∩aw.nler-spawnlngPOPulallOn,theyhavelessindexvaluesand

shorternldamentalglandlengththanthoseofTheformer However,suchdlStlnCt10nwouldbe

requtedtocorrectbylurtheTStud)es

3)The dlStrlbuLIOnall)alternoEtx)th popu】atlOnSISgenera)1y correspond wllh thatoE the

oceanographlCCOndltlOnS Anautumn-spawnlngpOpu)atlOnlSmalnlydlStrlbutedlnthecold

★報文番号 A72



2 El]代征秋･山rji書弘 ･鈴内孝行

walertire.1,1VhlIeawlnterOnelSnlalnlyd15LrlbuledlllllleTSuShlmlLWarmCurrentarea The

malndlStrlbut10nalrangeofan<lutulTm-SPaWnlnglX)pulatLOnlSthe≠alerssouthfrom 45'N

SuchdlEferencelnlhelrdlSIrlbutioTlalpallernmayl光due10d'fferenceofLhelrmalnlLfeareas

andoIlhelrmlgra110nroutes

4)lnJulyandAugustOf1970.thetagglngeXIXrln,entStakenplaceundera､･ayofgroupingaS

lhespecimensdlVldeIntot､､OgroupsOargeands'r-aH)bythel'mantlelength Ofthetagged

squldsm July,asmallgroup､･rhlChwllhshortermantlelengththan22cmconsIStedonlyofa
wtnLer-SPaWnlngPOPu)atlOn,butlnalarge group≠tllChwllIILImantlelengthbetween:だcm

tlnd23cm bothautumnandw'nler-SP̀lWnlngPOPulaltOnS≠e'elntemlngled Themostof

)argersIZedspecimensWhlCTl､=thlongermanl】elellgLllthan24cm lniLlargegroupwas

regardedasan autumn-spawnlng POPulatton Orwh.ch.∩August,aSmallgroupmItnly

composedofawlnter-Spa､rn･ngPOPulaLIOnallhoughsomeofanauLunlnOne､Verefounded.but

alargegroupmosllyconslさLedofanautunlnOne

5)However,lnVIeWFromtheresulL50rreCO､erlng,aSm.IllgrouprnosLlycomposedof.-～,.nter-

SPaWn.ngtカpulat'on,butaLargegroupmostlycomLmedofiLnl̀utumnOrLeleSpeCllVCly

6)Judg.ngfrom theresullsOrreCO､erl1､g,aWlnLer-SPLuVnLngr泊PulaLIOnmtgrateStOnorthOreast

lnOff-shoreareasoEtheJapanSea,l̀ndtheyretlChes10thecoastofHokka.dodu,,ngthe

car)yofAugustandtheear一yoESeptember ThlS15iLPParenllyregardedasthefeedlng

mlgrat10n W1-llethesqudsrecoveredLnLhccoastOfTsushlmLIslandslnNagasaklPref,̀Lre
regilrdedasmembersofthespawner

7)lLc･m beconslderedttl(llthemovemenLOf -̀nuutumn一叩tlWnlng pOpuhtlOnbecometothe

sl)̀lWnlnglmgrattOnWlthprogressofthclrSeXl)a]miltllrlly ThelrmovementlendsLObeilotO

eastHrsLlyfromtheofトshorearea,at-(lll-engodowI-SOuLhfromthecoastofI-Tokkaldoalong

thccoastalareaortheJapanSeacoastofHonshyu,orelse,go(lownsouthdlreCIlyfrom the

ofL-ShoreareaasaspawnlngmLgratlOn Suchdlfferencebfoundlnthelrmlgrat)OnrOuLeSmay

beciluSedbyd'flerentdegreeofthe=-sexualmatur'ty.lndalsomaybeduetogreatl〉the

oceanographlCCOrLdltlOnS ltlSanlmlXnanLSubJeCLLOmakeclear,therefore,lntheFuture

LhaLtherelatlOnShlPSbetweenlheoceanograph.cl:Ond】tlOnSandthemo､emerLtO'mlgratlOI10(

=tcommonsquldflShlneachgrowthstage

8)TI.el■meaLWh▲cllanautumn-SpawnlngFX'ptJIa110nmlgraleSSOUthward from lheNorthern

JapLlnSealSSufflClentlyesL.matedasErorntheen(lofAugustLOlheearl)ofSepLember

ま え が き

近年,E]本海におけるスルノイカ漁菜は漁船の大型化 装肺の近代化とあいまって大和唯を始めとする沖

合漁場の開発が胡座的に進められており,その成果は沖弁域に分析け るスルメイカの資源の'A動や分れ 移

動.回遊,系統辞についての知見を提供している｡

北海道でも. このような沖合漁場開発の必要性から北緯42-49'の北部Fl本新中合海域の調査が1969年よ

り稚内水産試験場.函館水産試験場.北海道区水産研究所の共同で行なわれてきた｡二ヒ部El本海域のスルメ

イカの全体政については.1971年度の詞査桔jR:と合わせて)も同顕在結果として報告される予定であるが.こ

こでは.特に偉効.Lul遊を知るため1970年の7I8月にスルメイカを戸満付けをして標識放流を実施したの

で,その鉄火について報告する｡なお,ここでいう戸祢付けとは.外炎戊によって大型と小型に区別して標

諮放経を行なったことである｡



1970年夏期の北部n本痕 沖合いにおけるスルノイカの襟灘放WL岳射こついて 3

本報JBを取りまとめるに当り,ご助言をいただき,本店のご汝1畑をいただいた北海道大学水産′luIBIL助改俊

鈴木恒rllfQ士に深甚の.謝意を超しますoまた,閃難lJ:瓶上作弟に従巾されたfL的 水産試験場調度船柴光JL.

函飽水産訳輸砺鞘禿船光子Y･九および北海辺区水産研兜所の探縦ノLの兼紀nの))々 に厚くお礼申し上げます｡

スルメイカの棟論放流と戸井付けについて

現在までの調査.研兜を油じてスルノイカの捷為政証は膨大なblこの(i-っている｡

そして,そのEl的はスルノイカの分布敏城.移動 ･回遊および回遊路を知り,さらに数量変動を且的に把

握しようとすることtJ:どに典的される｡具体的な例としては,漁H r19-I7)がスルノイカの一元的大同遊説

を実証したし.新谷 (1958)は.この結盟に検討を加えて.北海逝南部海域の夏イカと欣イカはll･,期の形成

や再揃の鹿北から見て.それぞれ日本海中部以南海域の秩イカと冬イカとにLW連が範く.これらは邦男な系

統群であると析摘している｡

その後も数多くの蝶撒放流が行なわれると火に,スノ′ノイカの'-ヒ活の内容や分和服式,移動.lq選につい

134◆ 136◆ 1381 ]40' 日2'y

0ljLOloだ1(:alrcSXL.lrCh

●Etydr(哨ralIhlCrLさL･ilrChSL;lLIOn
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4 田代征秋 ･山岸書弘･鈴内孝行

ておおよその想定ができるようになったOまた系統群分けについては.夏生まれ.秋生まれ･冬生まれと,
その発生時Pj的な区分をもって一応.系統的な分析Jh法とされているので,本報告中でも同様な意味で使用

している｡

また戯近は沖合弧勘のUH苑が進められ.沖合城のスルノイカの生活の91体が次筋に明らかにされつつある

が,独況1予測のf,7度を向上させるためには.さらに沖合いの群と沿F'ltの群とのLH緒や.その移臥 回遊につ

いて兜明されなければならない｡これらの研死に際し標識政経は瓜も益本的なJ))法であるが･笠原 (1967)

紘,標徽放流に当っては放流対象群の起源や桃給源を区別して放り扱うべきであると指摘 しており,佐藤

(1964)は標識放流について小越した見解を示し.ある時に,ある場所で放した伽こ系統群や生活J･ljlR11の出

合があると一群の放維魚のうちに男を卿こする行動が現われるだろう｡この似合.放流伽こついて身元llJE明

(生活の段階的特性)がないと共なった現如 ;必然なものれ あるいは鵬然的なものか保証する般軌がない･

と述べているし.さらに加21(1971)は.これを引用しながら,スルノイカの標識放流を共施する場合に-

対象としたスルメイカの生概の段階的特性を明確にしておくことが必要である,と指摘している｡

われわれの今回の報告は.ごく初少的な試みではあるが,上記のような考え方を進にして戸滞付けを行な

ったものである｡大型,小型の区分は,一応1969年に実施された北部El本海の調査結架から,外怒長組成の

範Eflが14-30cmまでと非常に幅広いこと,とくに掛こついては.未熟から成熟まで非常に熱度段階の共な

るものが混在していたことから.日本海のスルメイカについて従来,新谷 (1958,'67).加藤 (1960,'64),

伊東･沖山･笠原 (1965)が指摘しているような異質な系統群がこの海域にも混在していると考えられたの

で,大型群は熱度の進んだ祥一小型群は未熟群として戸籍付けをして,それぞれ成熟のタイプを巣にする系

統群と想定したものであるo

Table1,NumbersofthetaggedandthemeasuredspecimensOfacommonsquldfishlneach
statlOn

(InvestlgatedbyHakodateFISherleSExperlmentalSLatlOnlnJu一yandAugust,1970)
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EIl 壬 方 法

1970年の7月と8月に両船水産試験切の湘兼船光TYl九 (11318トソ)で,rlg lの海域の各点においてス
ルノイカの撚.議放光と柑こ分佃祈皮関釜,生物測定および梅iY観測などを実施した｡なお,あわせて梅内水

産訳敦韻で火施した萌&.I.J:Iを示した｡各捌血.Jよにおける政雄)i数および魚体測定尾数はTablelに示した｡

は21cm未粥の個体とし.8月には大型は23cm以上,小型は21cm未満の個体とした｡放流数は7月は8

点で大型は4.750尾.小卦ま850尾,計5,600凪 8月は6点で大数土5.999凪 小型は819尾,計6,818尾であ

った｡摂BL熟1金属封の-サミ込み式を使用した.滞定標本は外套長,体血.性別,j&卵腺長,輪柄管長.

生殖38鉱見.成熟状態.交接の有無について測定と観察をした.

なお,成れ状瀞こついては掛ま構粟蕪中に構兼の形成されているものを成熟.将来は形成されていないが

輪稲守がラIt=/状に白化しているものを白化.および未払の三つに区分した｡雌については卵脳L.よび輪卵

管内の軌卵の有鰍こ上って成熟と未成熟とし,未払であるが交接の見られるものを交接個体として区BFJしたC

括 Jt

1, tl*J削こおけるスルメイカ群の性状

F】g2-A,B,C,D,Flg31A,B,C.Dは,Fig lに示したように函館水鼓が 42-44■Nの海城で,

､ 1 1 -

Bi=二::ニ=こ

Flg･2･A･Mantle length COmPOSIL･On and Flg･2･R Maれt)e 】cngth composltlO■- ilnd
reliLtl0nlx:tweenlhemantlelength

and lheleStlS Welght)ndex of

miLlesofcommonsquds

(lrLJuly1970,at42㌧44-N)

relaLIOnbetweenthemanL)elength

and thellldamenlalgklnd 】englh

oHemalesoEcoTTmOnSqULds

(lnJuly1970,aL42●-Lld◆N)
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Fig.2-C.M{lntle length composllIOn and F)g･21L)･M.lntte )cngLh compos1110n and

relat1011tXttWeenthemanllelength relal10nl光Iweenthemantlelength

and thetesllS Welghtllldex of andthenldamentalgland)ength

matesofcommonsqulds oHerrLalesofm nsqulds

(lnAuguSL197()atLIP-44N lnAugust1970,aL42◆-JI4N)

批内水訳が 45-49Nの海域で符た生物軸足賢料から.外会長組成図と)いこ柾.雌の外TLf良と成熟度桁数

(fi漂 欝 ×to,)ぉよび掛 脱長との閃約 束めたものであるOこれらの即 ,弧 雌とも外出艮組成の職
別が非'HTlに広く.南部と北部の海域を比較すると7月では両部の海域に外我長の大きな個体が多く山現して

おり,一触こ雌が雌より大8.であることがわかるD外衣長と成熟度指数,濃卵腺長との朋尉王,戊熱なもの

から成熟まで熱EFの段掛こ大きな差があり･肩部の海域ほど熟度の進んだ雄の仁日と.成熟個体が多く,雌で

は再卵殻長の大きな個体が多く見らA.また7月から8月にかけて熟虻の進んだ個体が多くなっている｡

しかし.7月.8月を含めて一也的にいえることは,雄の白化個体は成熟度指数がほぼ20以上に適した個

体であり,雌では撫卵脱良がほは 3cm 以上に過したものに交控が兄られるということである｡これらの墳

非は.外炎長組成の範mの非常に幅広いものがこの海掛こ存在している水火と食わせて々えると.発ff段階

を火にする群が氾在していることが推顎されるD

これらは.従来の研究筑北から見て.兄J如春期を只にする系統群であり,成熟度指数20と頚卵脱炭 3cTrl

の境界の上,下の群に区別でき.それぞれ扶生まれ群と冬生まれ群だと考えられる｡

2 北林日本海の工期の海況について

Fig4-A,Bは由汀枚卿の出月ミ狩られた 50m屑の水温J/1布凶であるが,北海皿沿岸寄りに,また南部海
域ほど高い水乱を/示しており.北海冶寄りの海域では,7月から8月にかけて水温の上昇が見られ.5℃以

上をノバす水村も7月上り北上しているO

各調査点のT-S曲線によって水塊分irrを行なうと,JtlFr.暖柾の朽政の一つである水温8-13oCで去分七
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且ごpa.L.u二二,I.I.ご ■S

Fig･31A Malltle kI一gLh compos山On .Ltld F.ど3-B･Mantle length comlX)SIL10n antl
relaL10nbetweenttlellWnlle)entzth re).,LtlOnt光LweenthetllantlelenL･tll

'1nd the teStlS WelghLln(lex ol and thenl̀l.,mentil】首tan(11enぢIh

maleゎofco1111110nSqUlds oHemalebOrCOmmOl15qulds
(lnJuly1970,atL15-49N) (lnJuly1970,̀lLL150-49oN)

中用水のtl･在しない冷水域に大別できるoこれを 50nl樹水温分イl個 で見ると,6cc以上を示す海域は対.r汚

暖流域,4oC以下の海域を冷水域,4-5oCを暖,冷水の境非である棲Fi朋栄域という海況の.､クーノを′r:す

ことができる｡

3 放流イカ群の再補と移動について

放流尾数は Tablelに示した通りであるが.神州帽教は.7月に放流したものは6尾で再捕率は01%で

あり,8月に放流したものは30尾で鞘捕率は 11%であった｡

このうち8月に放沈して門捕されたもので放流時の戸籍とrn揃雑作の外奈良lL:どから疑問に思われる7帽

については,以 トの論.粥では除いたo

F】g6-A,Bは雌戯放流の再揃図である07月放流分について見ると,小型は 】尾のみで-北海道沿iiiへ

東行して8月29日 (43口JL)に再捕されている｡大型は5J巻で全部沖命域で制 htされており,このうち3尾

は南下して･それぞれ8月25｢l(39El目,再描時の外套長255cm,体LTf320g)に能劉 ヒ沖で, 9月14日

(59Er日)に大棚 晒 沖で･9月22R (67EIEl)に大木雌北沖で了IilFfiされている｡まf=大B)_のうち東に移動

したものは2憎で,7月24日 (3日El.神捕時の外套長 254cm,威卵腺炎 38cm,辛)にst27で,8月

31El(38[=]･TqLll】時の外出艮 272cm,護卵腺長 44cm,早,交接)に st2LIでとられ.沖合域の放流

点に近い場所での再輔であった｡

8月放流分について見ると.小型は8尾のうち6尾は束行ないし北上して北海jL沿51主で制 tiされ,市描椅
期は9月上旬～下旬 (10-35[=-り で.比較的短肌の再揃であった0

両Tして再捕されたものは.10月28｢l(60Fln,再捕時の外套長23cm)と12月29日 (122｢lI:l,再揃時の
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外'Lf艮 21cm)に艮崎爪対.Ll壬沿岸でとられている｡

大型は.刃ミ行して北海逝伽 ')'r･円糾されたものと,南下してとられたものがほは同数であった｡北海道沿

岸でとられたものは7JL6で,9Jl下旬-10n上ftJ(27-43口日)であり,栖下した8尾は再柵特用Jの益が大
きく.9月4日 (8E】n)に大和l唯で日石. 10月3日に能登北沖 (33日rl,荷揃時の外恕長 295cm,体
盃 562g,♀･生雑典丑血 Llg,交接)と兵脚.刺 (37EIEl)で1巧ずつ.他の5J引ミ10月下佃～12月中旬
(57-109日n)に長崎9,～対.tP.沿岸で再揃されている｡

E3 岳

1 系統群について

スルノイカの系統群についての従来からの詮議は.荊述の.tうにおもにJl腰乍的研究に基づいて先生時期

を遊脚こしたもので･一応先生ut'J卿 土兇なるが,ほぼ同じ成良さ臥 成熟型をもつと仮定して冬生まれ,秋生

まれ･記生まれの3系統僻が仮脱されている｡今臥 われわれが取り扱った仁科についても,このような仮

説を基にして.排では成熟此指数20を掛こして.雌では竜卵脱炭 3cm を卿こして系統群を区別した｡これ

については,雌では白化個体が成熟度桁数20以上に連したものに見られていることから.この指数以上に適

した低体は熟度の段階から見て,新谷 (1967)那,その発生時期を9-12月と想定した秋生まれ群にほぼ通
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じるものであり･成熟度指数20以下の個体は発生時期を12-3月と想定した冬生まれ群の熟度の段階と一致

すると考えられるからである｡雌についての系統群の並別は.スルメイカが雌の先知という特徴を示すこと

から見て･この時掛こ出現するものは両系統群ともほとんt'の個体が未熟の状億であるため生殖巣を指標と

した汲別は困JIである｡

そのためここではd卵腺点を指標として.3cm 以上と以下で.それぞれ秋生まれ群と冬生まれ群に区別

した.これは･id卵腺長 3cm 以上の個体で交接が見られることから,このような個触ま.まだ未熟ではあ

るが交接を受けるための準備が養ったものであり.丘卵腹長 3cm 以下の個体との間に熟度の段階に差があ

るものと考えられるからである｡

今回の資料では蛙の成熟個体の出現割り合いが少なく,雌の交凄個体もわずかであることから交壊群とは

考えられないが･個体の成熟の段階をE卵腺長 3cmで区別すること紘,以上の観点から一応妥当だと思わ

れる○しかし･この区別は雌を成熟度指数で区別したほど明瞭ではないので,今後の研兜に上って捗正され

るべき性質のものである｡また今後の系統群の研究にとっては系統群を識別するための新しい形兜を求める

ことと共に･秋生まれ群の成体期以前の生億を究明することは血要Tr評億だと考えられる｡
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2. 分布様式について

F)g2,Flg3で粥#泊におけるスルメイカの性状についてみたが,これらの紙父は,従潔の知見による

と発生時肌を苑にする系統群がh!在しており.それらは秋生まれ群と冬生まれ群と推定された｡

Fig51A,Bは｣ニ記の方法で区分した秋/F_まれ群,冬生まれ群の分布様式を示したo
これは各網a･!.7.における帆 冬生まれ群の相対的な出現割りか ､の百分串を,秋生まれ群を基恥にして図

示したものである｡

これを見ると両月とも.ほぼ同じ分llJ様式を示し.秋生まれ附まL15qN以南の口本溢中央部から沿海州寄

りに謁い分lAJ密度を′JL.し.冬生まれ畔上北海逝沿八三寄りとL15N以北の海域で高い分布襟度を′示している.
しかし,8月には.秋生まれ群の分イr)-が北部海域まで伸びている｡このような分布様式の特徴を示すのは.

両系統群の生活都城の迎いや.それらが給紙される経路の追いによるものと推察されるO

すなわち,冬生まれ群はおもに対Jli暖流城に分/lfしておt),夏には腔舵の発達にともなって北海道沿岸か

ら樺太の沿岸.沖合一榊こ広く分布域な広げるといわれている0

-万,秋生まれ群は,新谷 (1967)が述べているように,その分布域はおもに沖合域であり,北海道付近
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まで補給されるの は.沖合暖流と撞前線お城に沿ってであろうし,北部Fl本ね沖合いに分JlJする群は,北朝
封から沿海州沿いに北 ヒするものであろうとLTl.足されるO

故生まれ群は,ド.g4の海況のパター./から見るとおもな分AJ'域は冷水域であることから,この海域の20

-30m屑に存在する瀬首な水温拝眉の上月にii卿 こ発途.北上する薄い暖水軌こ生息しているものと考えら

れる｡また秋生まれ掛 iおもに 45'N以南に分 ･̂Lており,これ以北の冷水掛こはあまり見られない｡これ

は,イカ評の成黙状腰に閑珠があるのか,索飢環境に上るのか.現状ではわからないので,今後の調査でさ

らに泊求したい｡しかし.7月から8月にかけて北部の海域に秋生まれ群の出現'.Jgり合いがLP7加するのは,

8月に掻rTq線が持大西Fliの46-4rN付近まで北上していること,南部海域と北部海域では同じ秋生まれ群

の熟射こ滋があることから見 て.比較的熟皮の巡行がおくれている扶生まれ掛 ま.7月から8月にかけて使
前線†･J近をさらに北上するのではないかと神祭される｡

3 戸枠イ寸けについて

7月の放流分については.小型は外出長が21cm未満の個体であったが,成熟度指数や名卵腺長から見て,
全て朋 拙 冬生まれ群であったと思われる｡)C卦 i外蛮長が22cm以上のものを政経したが,このうち外套
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長が比較的小さい22-23cmの個体には.とくに雌については未熟なものから成掛 こ至るまでの秋.冬生ま

れ両系統群が鮎じ.)ていたと思われる｡

現在では両系統群を船上での放流時に外交艮だけで区別することは不可能なので,今後の戸特付けに際し

ては大型として放流する外我良をさらに大きいノテに移すことで共fiな系統群の丑もじり込みを防く･ことができ

るであろう｡

8月故洗分については.小型は21cm未満の個体であったが,未熟な冬生まれ群と共に熟度の進んだ秋生

まれ群が混入していたと.Eiiまわれるが.これらを識別するのは外企及での戸籍付けでは困難である｡しかし,

外衣長23cm以上を放流した大型の個体は.ほは秋生まれ耶のみだっと思われる｡

この上うに7月と8月でスルメイカ群の組成に変化が見られること,さらに海域に上る組成の適いから見

ても異なる発育段階の群れや犬12の系統辞ごとの移動を知るため戸籍付けをして節点放流を行なうには.外

怒長の仕分けについて,海域別や月別などに戸溝付けの外套F<を変えるなど十分の配慮をしなければならな

いだろう｡さらに典なる発育段階や系統群の混じり合いが多く見られる外亜炭のものについては,それらの

識別の問題と共に新たな政経対象群として取り扱うことが必要と考えられる｡
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4 再捕括黒と移動について

1970年の夏期に42-44'Nの北部日本海で放流したスルノイカ群の朽排紙jJtから全体的な動きを見ると.

小型群は9尾の市棚のうち北上ないし兼行して北海道沿岸でとられたものは7尾{･,不納時)p】は8月下旬～

9月上旬であり,陶下した2尉 王10月28日と12月29日に長崎郎対馬沿Li圭でとられている｡

小型群は戸押付けの問題で論議したように8月に若干秋生まれ群が混入していたが,冬生まれ群主体であ

ったと思われる｡すなわち,北上ないし兼行したものは経過日数が比較的短いこと,再捕時に外套長などが

報告された個体が4尾あるが,それらはいずれも戸井付けと一致していること,移動炉向などから見て冬生

まれ群であり.活発な東田行動中のものと思われる｡また南下したもののうち10月下旬に再描されたものは.

新谷 (1967)が対,糊,1近への南下時期を12-3月と推定した冬生まれ群の南下としては時期的に見て早いこ

とと.8月の小型群に秋生まれ群が混在していたことから見て,秋生まれと考えた方が妥当だと思われる｡

12月下旬に再揃されたものは冬生まれ群だと思われる｡

大型群の動きは,再輪店数20尾のうち.瀬行して沖合域や沿11主域'<･再捕されたものは9尾で,短期再揃の

J尾を除くと再椛時掛王8月下旬～10月中旬で大半は9月下旬にat中していた｡大型群の7月放流分には冬

生まれ肝が混入していたと思われるが,7月に放流して阿州された2尾は沖合域で調査船にJ:って朽排され,

その測定結巣から見て秋生まれ群であった｡他は8月放流分であり,先に戸籍付けで論議したように.いず

れも秋生まれ群と考えられる0-万.南下して再排されたものは11尾で.このうち日本海沖合いでは6尾で
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8月下旬～10月上旬{･あり,他の5尾は長崎タ,与対.Ff,沿梓で)0)】FILl～)2月*fuに再輪されている｡

これらは,新谷 (1967)が推定したことと再揃的期が一致していることと,朽輔時の測定値から判断して

秋生まれ群だと思われるが.12月中旬に再描された 】用は仙働的に見て冬生まれ群の混じり込みがあったか

も知れない｡

以上から.軟生まれ掛i北海道沿岸から日本海の比較的沿岸域を南下するものと,直接 沖合域を南下する

ものとがあり,さらにこれらは対晦沿岸にまで産卵回遊するものと推察される

このような南下の憐向を'示すのは,スルノイカ自身の成熟度の速いに上るものか,環境条件に上るものか,

まったく伽黙約なものかは現在の知見ではわからない｡

しかし,Suzukl(1963)は,北海道南缶と東北北部の太平洋痕跡こおける由況の′､ターL/と逝南沿岸および

三陸沿粋の漁況との閑遜を指摘し,笠原 ･伊東 (1968)は,日&海沖合いのス′‥ イカ群と海況のバターソ

とは関係があり.沖合前線帝以北と以南の群では,そのr5-下36秒こ粕過があると摘摘していることなどから.

成熟度と共に塀貸条件が大きな女だ要凶と思われるが今後の課題としたいO

次に.北部日本掛こ分布する秋生まれ群の移動の時期については,今回の朽排紙北や.笠原 ･Dl東(1968)

那,日本海沖合いのスルノイカ群の移動時朋を9月上旬～中ftIだろうと推定していることなどから<-えると.

ほぼ8月下旬～9月上旬にかけてであろうと推定される(
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要 約

1 1969年,1970年の罪跡こ行なわれた謁査結集から見て.北部日本海掛 こ分和するスルメイカ掛 1成熟

段階を脚こするものが起在しており.それらはおもに発生時P)を卿 こする軟生まれ群と冬生まれ群だと考え

られる｡

2 両系統群を鼓別するた掛こ.枚では成熟度桁政,雌ではZS卵脱皮を柏餅こし,成熟度指数20を妙こ上,

Tで,また缶卵族長 3̀珊 を境に上.下で.それぞれ秋生まれ群と冬生まれ群に区別したが,この区別は今
後の研究によってtF正されるべき牡丹のものと推'かする｡

3 枚.冬生まれの両系統の分布は式は.一応海況のバター./と一致し,秋生まれ拝は冷水掛 こ.冬生ま

れ群は対.P,暖溌抑こおもに分布しているが.秩/とまれ群の主体的な分布掛 土45oN以南の海域{･あっ1=｡こ

のようIL:分布様式の通いは.両系統群の生活gi城や補給径路の速いに上るものと考えられる｡

4 1970年7.8月に外企及によって大型,小卦こ分けてIj籍付けをして標識故淀を行tL:ったが,放凍時

の詞亜AL,-児から見ると.7月の政経群のうち,小付).辞は冬生まれ肝のみであるが,大型群には比較的外会長の

小さい 22-23cm hに帆 冬生まれ群の可iじり込みがあり,2LIcm 以上の個掛 土秋生まれ群主体であった｡

8月の放流糾 1,小型料 ま冬生まれ耶主休で秋生まれ群が舶人していたが,大型群は秋生まれ群主体で･あ

っ渋;｡

5 しかし,鞘揃の紡柴から見ると鞘排イカは,ほぼ小型肝は冬4=まれ群,大型掛 ま扶生まれ群であった｡

6 再補綴架から'拘Wrすると.冬生まれ的iJt.上ないしAf行して8月上旬～9月上旬に北海道沿岸で再描

されたものは活発な索糾活動 中のものであり,冬)卯こ長崎9.l,料.Err.沿上Il主で再耕されたものは産卵回遊中のもの

と一lElわれる｡

7 秋生まれ群の移動は熱度の進行と州こ産卵IL･l逆に移rTLつつあるEfの行動と考えられるが移臥 回遊

の帆;小ま神命域からJミ行して北海氾沿岸から口本海の比較的沿J'l与城をJliFするものと,山越 沖合域を南下す

るものとがあり,これはイカ自身の熱度の適いと共に瓜塊条件が大きく友紀していると々えられ,成長の段
肺にともない海況と移動.回遊との関連を究明することが今後の課題の一つである｡

8 秋生まれ群が｣:部日本海から南下回遊に移行する時ガJは.はば8月下旬～9月上旬にかけてであろう

と推定した｡
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オホーツク海におけるズ ワイガニ (Chionectes

opilio)の比成長とその漁協群間の差異一

菅 野 黍 次

(北海道立網走水産沃鼓幼)

RelativeGrowth oftheTannerCrab(Ch10nCCLesoPiLio)in the

OkhotskSeaand itsDLfrerencelnTwo FishingGrounds

YasujlKANNO

(Ho長上aLdoAbL7SIHrEF'sherLeSEェPerL"Le'LIlLlSla/LOW)

Theontogenelicre)aLl､,egrowthotthemerpuslengthoHIVeambulatorylegs,thew.dthof

SIXabdomlnalsegments,adlStanCebモLweentheexternal'ldgesoforbltStOthecarapacew.dth,

andthebodywelght-carapacewldlhrela110nlnthetannercrabwhlChcaughtlntheOkhotskSea

werestudledbymeansoftheallometrlCrOrmulay=bl･t,andalsodlrlerencesoftheallometrlC

1)ResbetweerLpOpuliltlOnSCaught)∩twoSeparatedflShlnggroundswereanaliヱedlnUseOf5tfLl】S-

tlCatmethod

TheresultsobtalTledaresummarlZedasFollows

1)RelatlVegrowthoftheflVemerOIX)dlteStOthecarllPaCeWLdth

Male A cr)LICalpolntWasObservedontheallometrtc llneOfthemerpusofElVCambu

latorylegs.lhaLLS,thechelatelegshowedanlSaUXeSisandatachyauxesIS,butotherfour

ambulatorylegsshove(IabradysuxesISlnthel≦tandthe2ndstagesrespectlVety Thevalue

ofequLILbrLumConstantA lSthehlgheStlnthechelatelegandltdecreasefrom theanter10r

legtotheposterioroneslnOrder_

Female･TheiLllornetryorflVeanbulatorylegsshowedabradyauxesISWlthouLaCrlllCalpoLnt

ThevalueorequlllbrLumCOnStantAlSthehlghestlnthechelaLelegandltdecreasefrom the

anteriorlegLOtheposterlOrOneS too

2)Relatl､egrowthofthewLdthofsixabdomlnalsegmerLLS10thecarapacewldth

Male ThecrLllCa)polntOfallomelrywasObservedtlLthe2nd,the3rd,the4thandlhe5th

abdom)natsegments,andthecarapacewldthatthecrlllCalpoln(Was56mm,andinthel≦t

a.)dthe2ndstages,theyshowedalaChyauxesISandanlSauXeSLSlnallcases Theallornetry

showedabradyauxESlSat･danisauxesLSLnthelstandthe6thabdomlnalsegTnentSreSPeCtlVeIy

Fernate Theallomelryofe､eryabdomlnalSegmentshadacrlllCalpolntln56mm ofthe

carapacew.dLh,and.twasaLaChyauxes･smthelsLStage,butanlSauXeS)Slnthe2ndstage

AssummgthatthecrltLCalpolntSOftheabdomlnalsegmentsareclo班lyre)ated10theprocess

otthelrSeXtJalmatt.rlty ltcanalsobeesLlmaLedthatthecarapaceWldthatthetimeOfsexual

naturlLylSabout56mmlnbothmLIIeandFemale

+雑文席や A73
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3)Relat)＼･egrowtholadlStanCet)etl代enCXtertlalr】dge50lorbllSlothecar.咋aceWldLh

lnmale,tllel1110mctryshowethwoseparate1)[1ebWllhacrlllCalpolnLat100mmOllhecarapace

wl'lLh,andrepreSentlngabradyauxesIS■ntheI写L5Lageanda■-1SaUXeSISlnLhe2ndstage,In

feI11ale.ltShowed L̀bradyauxesISWllhouLacrltlCall氾mr

4)Ek)dywelgllL-carapacewldLhrelat10n

lnbothmaleandfemale,theTela110mbetweenlhebodywelghtandthecarapacewldthshowed

lWOregreSS10nllneSlnlogaT-lthrnswlthacrltlC̀IllX)ltltat56mmolthecarapiLCeWldth,aJldIts

relat.oncanbeexpressa5(01lowlngformulas

W=000145)く1} 806
Male
W=000304XL3013
W=000146×L2782

Female
W=000430×L3086

5)DLflerencesoftherehLIVegrowthbetween

nedbymeansoFthecovarl<lnCe.lnillysIS

(llnm乙ItureSpeClmerLS)

(maturespeClmenS)

(ImmatureSPeClmenS)

(maturespeclmenS)

thepoputa110nSintwoflShlnggroundswereexam卜

Slgnl†lCantdl【rerencesortheal】ometrlCl】neswere

recognlZedlnthelslabdormnatsegnlentlntheslope,andnflVCambulatorylegsand】nthe

lst,the4thandthe5LhabくlomlnalsegmentslntheposltlOnOrtheLlneSreSPeCtlVely Fromthe

avallabledataonLllelr1)fecycleaswellasmovementofthetannercrab,ltShouldbeconsld-

eredthatthesed]fferenceslireCausedbydLflerenLenvlrOnmenLaLcondltlOnSratherthanby

thedlSCrepanCyOfsubpopul.tLLOllS

緒

近年ズワイガニの漁業生物学的な研究は伊藤】ト4).山洞i)6).今7)～ll).丹羽 LS)lい.小林敏男 L7)-】?),小林啓
二30).土F'rP1)-2)),高橋24),SlnOdati)～ZP)らによって躯中的に進められており脱皮と成長との関取 成熟過

樫と成約年齢,住み分けと季節的移動などに㈹する知掛 iかなり番長Ilされるようになった｡しかし生理,坐

態.形潜を網羅した一般生物学的な観J.!:Lからみれば知識はまだ十分であるとは言えない.相対成長の研究に

ついても伊藤l)によって報告されてはいるものの7F'ノトリ一式y-bJCLによるhW'rはなされておらず,さ

らに研究の余地があると思われたD加えてLThかまオホ-ツタ海のズワイガニの研究を進めIJ:がら.比成長の

研究がズワイガニの漁場間の個体群准交のFHEJ畑や生態学的な諸条件を知る何らかの手がかりになると考え.

ズワイガニの比成長を中心に資料をとりまとめた｡

本論に先立ち,研究に助言と助力をb-えられた網走水産試験場鈴木悔二漁業資源部良ならびに見It島和夫紋

別分場長に対し.また原稿のご校閲を賜わった北大水産学部折井生≡教授に対して深く感謝申し上げるO

材 料 と 方 法

ズワイガニの比成長と.その弧壌拝聞の差火をgf兜するために次の材料を用いた｡

ll)1970年4-5月.北海道網走ff油 よび小1r''i水町紳介いのオホーツク海 (水深60-80m)で,力L'イ刺

し網とケガ二かご網に氾捜された甲栢 40mm から 100mm までの雌を主体とするズワイガニ｡

12)1970年5月と1971年7月に北海道紋別市沖合い(水深 150m)と北見大都堆 (能取岬沖合い水深260m)

で庶びき網によって汎接された甲幅 14mm から 90rnrnまでの雌雌の未成体を主とするズワイガニ｡

(3)1970年9月.樺太南部の東岸漁場でズワイガニかご網に入った叩幅 80mm 以上の排の成体ガこと･

漁獲物中に混在していた甲仰 50mmからgOmm までの外卵をもった雌の成体ガニO

以上のLlx2X3)の標本を比成長の解析に用いた｡

(4)1970年9月 11月にTable4に示す樺太東岸軌場と紋那岬 臓でズワイガニかご網に入った甲怖60-.1m
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から 140mm までの蛾のズワイガニ.これを比成長における漁場群間の差異を調べる材料として用いた｡

以上の材料を次の要朝で測定したO

測定部位

tl) 5本の冶脚の戊節妓 (Merol氾d)telengtll)

L2) 6腹節 (Abdomlna)segrrlent)の殺大幅

13)南限杭 (Orbltlの外側突起関の間隔 (肥満間隔)

(41体証

(5) 甲暗 (Carap.LCeWldth)

(6)甲良 (C.lrapaCe)engLh)

(71外卯立見 (雌成熟群)

(B)内卵流血 (雌成熟群)

長さの測定には測定定鹿とCalLPerを用いmmまで計った｡王正量はg(グラム)まで計ったが,甲佃35mm

以下の個体および卵盃についてはmgまで計ったo測定値から共常伯 (再生脚などにより舛僻他のみられる

ことがある)を除いたのち.標準値(Standardlength)に甲栢長をとり,それに対する部分長を両対数グラ

フに点描し,7ロ･J'トリ一式y-bェkを適用して恒教bとkの値を求めた｡体耽一甲櫛関係についても同じ

式を適用した｡丘およびbの計算は最小二乗法により,またkの変動範囲を5%の有意水恥で推定したQ

結 果

L アロメトリー式による比成長の横付

1 甲幅一歩脚長節長の関係

蛾 Flg lに示すように甲惜 (SLandardlength)に対する54の歩脚長節長の比成長は.甲怖56mmに

ある変移点によりいずれも2卿こ区分することができる｡釧脚では耕IJnが等比成長nsauxesIS).第2期が

倭比成長 (TachyauxesISJを示し,他の4本の歩脚はいずれも約11EJJが劣比成長 (Bradyauxesis),第2期が

i･_u･

FI昔 1.RelatLVegrowthofflVemerOPO｡llte5tOthec̀lr叩.IceW■rlthmnlとllc
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TAble1.EquilLbrlum COnStantAandanoLher00nsLanLlogblnthealIomelrlCformula

y-blJ'.whereyandェarelengLl10日xJyparlSandcarapacewidth

lmale)

･hdyparts stage s"pue霊 rnof k ･ogb

Chehteleg

2ndambulatoryleg

3rdambulatoryleg

4Lhambulatoryleg

5tha皿buIatoryleg

lsLabdom爪alsegment

2ndabdominalsegTTWnt

3rdabdomina)segment

dLhabdomlnalsegment

5thabdomlnalsegment

6thabdomlnalSegmenL
DISlancebetweenorbllS

1st 34 1000土0.047

2nd 27 I254j=0060

1st 34 0954士0033

2nd 27 1078士0060

151 34 0935士0037

2nd 27 0993士0085

151 31 0885士0035

2nd 27 1062土0132

1st 34 0785士0051

2nd 27 1%2j=0101

61 0898土0020

lst 34 1054士0028

2nd 27 0918土0067

ユst 34 )132土0030

2nd 27 0939土0_058

1sl 34 1101士0027

2nd 27 0953士0057

ls【 34 1141士0026

2nd 27 0953土0047

61 )026土0018

1sL LI5 0746士0017

2nd 16 0924士0119

380 1SauXeSIS

711 tachyauxesIS

022

149

bTadyauxesIS
ISauXeSIS

080 bradyauxesIら

O17 1SauXeSIS

】28 brlldyauxesIS

I75 isauxesIS

110

370

bradyauxesis

ISauXeSIS

590 bradyauxeslS

708 lachyauxesIS

44I lSauXeSIS

780 tachyauxesIS

42i ISauXeSIS

655 LaChynuxesIS
369 1SauXeSLS

683 tachyauxes】5
349 1SauXeSlS

548 lSau末ests

119 bTadyauxes15

222 1SauXeSIS

Bodyweight-carapace lsl . 34 2806士0069 -3161
widthrelaL10n 2nd 27 3043士0138 -3483

等比成長を示す｡これら歩脚長蔀長の比成長はいずれの歩脚においても折2期の平衡恒数 (Equlllbrium

constant)の値が妨1期上り高い(TableI)｡

雌 蝶と異なりいずれも1本の比成長由掛こ1って&わされ劣比成長を示す｡比成長の平爺恒畝の他Ii謝

脚において最もおく(0972).後部の歩脚に移ろにしたがってJri次低下し.折5歩脚において長 も低い値
(0781)を示す (FIg 2,Table2)0

2 甲暗一腹節櫛の閑休

雌 第2.節3.m4.第5腺節の比成長蔽掛こ変移点が認められた (JTlg3)｡変移点の位既はいずれも

FM荊56nlm の付近にあって,それ以下の若齢群は鎌比成長,布齢群は等比成位を示す｡変移点をもたない

窮I腹節は妨比成長,那6収節は等比成長である rrable1)｡

雌 甲暗に対するすべての腹節峠の比成長に不適規が改められた (F哨 4)｡いずれの腹節においても不遜

掛 ミ甲幅 56mm 付近で起こり,これ以下の若齢辞では康比成長.柘船群では等比成長を示す｡荊1期の後

端と第2期の前端がjlL捷せず不並続が出現したのは,脱皮に際し甲頼上り旗節付が飛締約に増大したことに

上る水,その大きさを不速成の間隔から考定すれば長も増大したのが荊1腹節と第2腹節で,つぎに増 -̂し

たのが第3,第4.妨5屈原であり如6虚飾にはほとんど増大が見られていない (Flg4)｡また不適農以後

の第2期{･等比成長を示す】5個体はすべて外卵をもったものである｡

3 甲幅-lA5限従rul附の朋休
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]0 20 30 40 引)良)7(180901(氾

C且ral榊ぐ一mdLh HITllnlJ

Flg.2.Relativegrowthoff1VemerOtX'(llleslothecilrapaCewidthLnfemale

rrablC2.EqulllbrlumCOnSlantAandanotherconstantloJiblnlheaHometrlCformula

y-b-Tt,where.yand二rarelengLllOHx,dypartsandcarapacewl(lth

(Iemale)

Bodyparts Stage s"pue霊 ､of A ･ogb

Che】aleleg

2ndambulatory)eg

3rdambulatoryleg

4lhambulaLOryleg

5Lhambulatoryleg

l≦taL)(lomlnalsegment

2ndabdomlnalsegment

3rdabdomlnalsegment

LIthabdomlnalsegment

5thabdomlnalsegment

6山 abdomlnalsegment

DIStanCebetweenorbltS

51 0927土0022

51 0914土0025

51 0895土0024

51 0856土0029

51 0781土0034

sL 36 1127土0045

nd 15 0953土0160

sl 36 1321土0035

nd 15 1032±0167

st 36 1344士0038

m1 15 0976士0149

st 36 1322士0034

nd 15 0981士0153

st 36 1247土0036

nd 15 0913土0148

st 36 1209土0034

nd 15 0859土0131

51 0719±0018

049

105

brildy,luXeSIS

bradyauxesIS

134 bradyauxesIS

O90 br'ldyau〉【e51S

766 tachyiLuXeSl5

272 15auXeSIS

922 tachyauxesIら

253 1SauXCSIS

926 tachyauxesIS

128 1SiluXeSl5

888 1achyauxesIS

175 1SauXeSIS

797 tachya°xesIS

118 ]S.luXeS15

750 t.lChyauxesLS

O94 lsauXeSIS

153 bradyauxesIS

Bodywelgllトcarapace lst 36 2782士0109
wldthrelatlOn 2nd 15 3088士0324
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三 ': J三 等 等 i,.,PAih ti

ユ キ ム ‡ ll ヰ 叫 叫 HlI
川 2O JO 4p St)607廿印… 帆

H) p Ld JJ) iU 甲7Op9Ot伽 1叫
10 20 30 40 50 切 Tt)… 100 150

亡■叩 ■dLh rlM

FLg･4 Rehtl､℃growthofsixabdom■rmlSef!rnentStOlheciLraPaCeW,dLh.nFemale

雄の比成長は甲暗100mmに変移点をもつ2本の瓜線からなり,それぞれ第1期は劣比成&.第2耕 土等
比成長を示す げIg5),掛 ま変乱点をもたない1本のiti規からなるが,この比成長の平衡恒数kfi雄の祈l

期に近似する劣比成長である (ち10746.辛=0719)｡なお蛙では変移.瑞に対応する甲暗 1(氾mm を越す

大型佃伽 頓 多く得られているのに反し,雌では l00mm を越す個触ま細られていない｡
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20 30 40 50 607080gOllX) 150
1U _n 3IJ n -I) bU70即1901的 150

C糾】lll}aCL･Ill(M I

Fig5･Re)ill)VegrowthOfadlst･lnCebetweenOulerrl(lgesoFboth

orb]tstocarapacewl(lLh

4 jJj脚と腐節における成長の中心

歩脚と腹節について雌雄の比成長の平衡恒数 kの値を Flg6-7で比較した｡雌の渉脚の成長の中心は

節l肌 那 2JgJとも釧脚に認められた｡折 1期は甜脚から後部のiJ2脚に移ろにしたがってI附次.VA･衡恒数の値

が低下する左傾曲線を/Jミすが,窮 2月那ま第3歩脚に成長の谷があるV字型を示す｡雌の少脚の成長の中心 ま

3日脚にあり･後部の非脚に移ろにしたがって順次平衡恒教の他が低下し.雌の折 目Piの仔l向に近似するが.

その他は掛 こおけるより常に若T低いo

t･

II

II

1:/

】1

10

日9

08

07

{ 2nd ､'1父t'

{ ト州 kt)

01'd(･roralllbulLL10r)1LIFE

Flg･6･GradlentOrequl】lbrlumCO-1Sta一一t

J･offlYe merOPO(llteSln two

stilgeSOftarmercr己Ib
FullllnelSma一e Dolledl1nCLS

remale

OrderoEzITxlomlnalsegment

Fig 7 Grat11eIltOfequltLbrlum COnSlant

k of SIX abdomlnal segment

wldthSlnhVOStagesorlanner
Crab

Fulll】nelSmale DolledllnelS

female
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旗節の第 1期の成艮D中心は雌雌ともに約3且吏節にあり.前後に遠ざかるにしたがって平衡伝教の値は低

下する｡平衡恒故の全腹掛こわたる炉内は雌雌ともに舶似するが,kの値は雌が雌よりも常に低い｡第2期

の椎の成長の中心は点検部の第6出府にある｡雌では体のl柑部から後部に移ろにしたがって上の値が低下し

蛙とは連の開陳を示す｡

J] 甲l■一体t苅俵

雌堆ともに変移点せもつ2本の此奴からなり,同楠係虫kの値は後脚 こおいて高い｡椎の第1朋の丘の値

は2806.那2朋は3013を示し.雌は第1朋が2782,第21明が3088である(Table1,Table2)｡変移点の

仕掛 土葬脚と腹掛 こおける変移点の位丘に等しく,甲轄 56mm 付近にある (Flg8)｡回帰俵数から雌蛙の

甲峠(L)と体7ri(W)との関係式を求めれば次式が得られる｡

令 W -OCO145xL!州 (第1朋)

W -0 00304xLlM (節 2朋)

♀ W-0(氾146〉(u ;B!(折 l朋)

W-000430×LlAB8(第2期)
ll▲lt

磯

和

紙

知

棚

卸

加

仰弘認諾5!加
増
垂7L6■言
.1
J

(LLleJF
u

l)t
L
17

ng
(Pq(

10 20 JB 40 50 60706Llg0t00 150

Ciratp ⊂emdLhLnrrml

Fig8.Relationt光tWeenthel氾dy≠eightan(IthecarapaceWlthh
lnlannercrab

Tll比成AにおけるiAtL群同の差異

オ.i--yク海の2漁甥で1970年軟に漁獲された甲晦60-140mmの範凶にある雌ズワイガニについて,帆

幼BmjJの比成長の遊興を#･分散分析法により謁べた｡Table3の検定耗射こ示す ように憐斜の益 (Slope
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Table3･TestofslgnlflCantdlfferencebythecovarlal-CeanalystsfortheslopeandposltlOn

ofallometrlCllneSbetweenpol)ulatlOnSlntwoflShLnggrounds(theeastcoastof

southernSaghallen,aTldtheoff-shoreofMonbetsulrLHokkaldo)ln1970

- yparts(to Nu-heroE T-oconstants SilPEPeeren｡e 冒iOfSfiet慧 ｢
campace-dth) Area specl- k logb (F) 凧

Chelateleg Monbetsu

Eastsaghallen

2ndambulatoryleg Monbetsu

Eastsagllallen

3rdambulatoryleg Mont光tSu

Eastsaghauen

4thambulatoryleg Monbetsu

Eastsaghallen

5thambulatoryleg Montxtsu

Eastsaghallel一

lstabdolnlnalsegment Monbetsu

Eastsaghallen

2ndabdominalsegment Monbetsu

Eastsagllallen

3Tdabdomlnalsegment Monbetsu

Eastsagha】len

4thabdomlnalsegment Monbetsu

Eastsaghallen

5thabdomlnalsegment Monl治tSu

EastSaghallen

6thabdolnlnalsegment Monbetsu

Eastsagha】len

DIStanCebetweenorbtts Monbetsu

Eastsagllallen

Bodyweight-Carapace Monbetsu

widthrelation Eastsaghallen

珊
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56

64

89
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67

25
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7
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0

0
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0

0
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O

ハU
0

O

3

3

3

6

3

6

ワ
】
6

1

4

2

6

3

6

3

6

3

6

3

6

3

6

3

6

3

5

3

6

6

4
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I63 657★

129 2004ナナ

211 1874榊

133 2335★書

269 675★

460* 1109州

000 117

148 209

171 577一汁

136 552J*

105 000

188 094

131 001

★ SlgTllflCantatthe5% level

+iSlgmflCantatthel% level

Tzlble41TwoflShlnggrounds,IIWherethedllferenceofrelatlVegrowthofsampleswastested

NameofflShlr)どground
Lat Long

Dateorcapture Methodofcapture

SouthernSaghallen 47945′ 145凸15′ '70-9-】4 crab-trap

OfトshoreofMonbetsu 45q26' 143050′ '70-1I-14 crab-trap

脚と腹節の8部位 (釦脚,第2歩脚,第3封臥 弟4歩度軌 第5歩脚,約1腹臥 第4腹節.第5腹節)に

有意差が認められた｡甲幅に対する歩脚長節の比成長では,全部の歩脚の位置に漁場群の差が認められてい

るO有意差の認められた第1腹節の平衡恒数kの値は紋別沖群 (A-0754)より樺太東岸群 (A-0845)の方

が高い｡また直線の位置は鋪脚において絞卯 Ll.輝の方が高く,釦脚を除く4歩脚と3腹節において樺太東岸
群の九が高い｡
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考 察

l 結盟の功に述べたズワイガニの比成長の特款を要約すれば次の1うである

雌の甲佃に対する灘脚長節の比成長は等比成EEから捷比成掛こ変わる2本の比蚊長曲線からなり,また4

本の歩脚の比班長はいずれも劣比成長から等比成長に変わる2ノ仁のFl榛からなる これらの比成長血税の変

移点は甲仲 56mm にあって邦2,節3.約4,郡5加節に見られる併称の比成長血線の変移.Nこ等しい｡

限瀧間鵬の変a･.':Lfl11]伯l00mmにある｡雌では)}･脚長節の比成長はすべて1本の正敏からなり劣比成長を
示す｡また腹節の比成艮Iir71佃 56Tnm で境される不遜扶な2一事のi'iiLからなり.いずれも前掛 土簾比成長.

後期は劣比成良をボナ.E駁拓riiJ搾かま劣比成長を示し変移,氏はない

2.0ntogcnellCな比成良は成良に伴う二体部分fiEJのLM節であるから.脱皮に上って成長する甲俵腰では,

比成長砿線が政教の齢耕群から耕伏されていなければ,Jt成上主此奴をfll一触胸群の変犬の方向を示す内桶正
毅から区別することができない｡陳本がいくつの齢期群七分むかを決定するた桝こIi.rll帖の度数分布から

確率紙法に上り齢湖畔を分雌することになれはよいが.この研究で取り扱った標本数はわずか数十個休であ

るために,これらから齢PJの分鍵はできない｡しかし用いられた汝JBLの外.種々の換会に採粧された標本の

甲頼崩.成から,班Inされた標本の上下掛こ含まれる脈糊故を推定すれは少なくとも8齢を数えることができ.

したがって,これを OnLogeneLICな比成良と見なすことに疑点はないと考えられる｡しかし甲幅50mm以

上の雌の成井h群は一秒こ脱皮を行なわないと報告されているので31),この群に関してはOntogenetlCな比成

F<ではなく,同一齢期群の変異のIB向を'示すと見なすべきである｡

3 二つの DL-enSLOnrLりの成長率 (吉-dd;-)の比を払 す比成- 伽 各部分の成長に起- る体型
の変化と'#.C接なLN錦をもつものであるが.これは結局体州こおける柴炎厄介の撒脚こ帰着されるべき関越で

ある｡

蛾の少脚および甜脚がrF個 56mm に見られる変移点を城に劣比成長からTI比成長に,あるいは等比成長

から僅比成典に変わるのに対し,雌では生iFT:-T変移点をもたない割七成長で終始するが,これは脱皮の停止す

る齢卿の雌雌の糊過と朋逃があると思われるOすなわち恥 ま変移J.I.i以掛こおいても数回の脱皮を繰り返して

大型の佃榊こ成妓するが.腹節の比成長からほは甲幅 56mm で成熟すると考えられる雌では雌の変移J.'丈に

対応する時点で戯後の脱収をし.その後は脱皮成長を行なわない√これを説明すると掛ま吐成熟に達し長さ

あるいは体型を娩定する生l甲的な牒蛸が変わり･そこに変移).J.(がLIJ.曳したと思われるが-雌ではその時点で

長さあるいは休型の変化を生起する能動的な成因が刑失し.代りに血i-1Lとりわけ卵屯の増加を促進するよう

柴糞配分の故岬が一変したためと思われる｡

4 ズワイガニ雌は凍原内側の附属肢に卵を統かし,戊蹄で抱嫌し外部から促護するものであるから.そ

の形態射 ヒが性成熟と密接な㈹尉こあることは棲能からみて当然である｡蛾では雌におけるほど腹筋の俵能

が明取では7LL:いが.比成長の変化が性成熟の過程を反映するものであることは雌におけると同様であろう｡

rl)掛こ対する舷節の比成長は雌蛙とも甲頼 56TT-m の変終点を掛こ2朋に分かれるが,変移点より小さな

休長群における腹蹄の康比鹿足は性成掛こいたる生耕瓜の旺盛な先述を示すものであろう｡さらに腹節の比

成長における変移点は戎熟の到j且!.･1.%示すとヰえられるから.ズワイガニでは雌軽とも同件長ほぼ甲柑56

mmにおいて性成掛 こAj5するとilなされる｡ズワイガニ雌の上述の変移点によって分焦されるそれぞれの個

肘1加節の外卵の有無と一致する｡

5 雌ズワイガニが性成掛こ過すると生徒の最後の脱蚊を行ない,その後に産卵して外卵をもつが,外卵

および内卵の菰瓜は血路Iの大きさによって-丑的に規定されるものではない.Table6の相関床盈行列に見

られるように各体部分および体正閏では大きさに上る変災が小さく.用地係数が非常に高い値を示すが外卯

および内卵の盈茄は各体部分との用随が低く.体の大きさに対して変犬がきわめて大きいことを示している.

このことは生殖典で消坪されるエネルギーの品と閃鼠があり,たとえは生息域の-サの量か絶対的に不JEす

るかして.個体r;りの食物摂取iPtLの変異が)Cきくしかも魚体の大小によらないことを暗示しているのかも知れ
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TAble5.CorrelaltoncoefEIClenlsmaLrlXbetween15morphomeLrlCmeaSurementSOfmatetanner

crabcaughtlnOkhoLskSea,upl)erandlowervaluesthanthe(1■tlgOnalshowthoseof

thelstlLndthe2ndstagesrespccllVely

l Carapacelength 2 CLlrapaCeWldth 3-thdywelgllt 4 )engLhorcl-elaLeleg
5 lengthol2ndambu)atorylel; 6･lengthor3rdambulaLOryleg 7 lengthof4th

ambulatoryIeg 8 )englhof51hambulatoryleg 9 1eng1110日stabdom･nalsegment
lO･leJlgthoE2ndatxlomlnalsegment ll )engthoE3rdabdomlnalsegment 12:

)engLhol4thalxlominalsegTmn1 13 一engthof5Lhabdornlnalsegment lillengthof

6LhabdcmnaLSegment 15 I)15tallCebetweenOrbltS

IsLStage

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
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2Ttdstage

ない｡つまり食物として抜取されて体親株あるいは段掛こ供給される栄糞物2Iは.基軽的代謝および件運動

にBE先約に洞野され,その残余が再生齢こあるいは増肉おJ:び体成長に配分されることなるであろうからで

ある｡

6 オホーノク海の二つの汎壌群の比収艮砿鰍こ隅し悌斜と位匠の嘉に有援題が認められた｡魚掛 こおい

て比成)造田線が矧‡i】で釈なる二つの場合のあることが実験で確かめられている｡ひとつは伺う史伝的系統に

展しても生息炎件が淋なる韻合であり11)-ll),またひとつは環境粂件にかかわらず退伝的な系統を掛こする

場合である11)｡

ズワイガニの比成長の漁礁拝聞の差異がいずれの灸件に起用するかlま明らかでない.しかしズワイガニの

にかなりの移動分散が行なわれると考えられることから.漁場GFriilの比成長の益井が再生産サイクルを異に

する系統的な違いを示すと見ることには疑問があろう｡むしろ月度綾の原考粂件が比成長の用達の拡嬢的な

原田であると見るのがより妥当であると思われる｡ズワイUこの移動拒#は長大20也であるとする小林の報

告や18)ll).ケガ二の年間移動は厄長50埋であるとする漂戯政経からの山本 (未発衣)の知見からみて.成休

がこの頻繁な混交はないと考えられる｡

要 約

オ･i;-ツタ掛 こおけるズワイ*'この比成長 (甲幅に対する5歩脚長節長.6腹節l臥 限'aFiiq隔),甲幅一

休並関係およびそれらの漁助辞t;.1の差異を調べ次の結果を紺た｡
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Table6.CorrelatlOnCOefflClentSmaLTIXbetween17morphometrlCmeaSurementSOErn(llet̀Lllner

cr̀LbcaughtinOkhotskSea.upl}erandtowervaluesthanthedlagOna151lOWthoseor

thelらtandthe2ndstagesreSl}eCtlVely

l Carapacelengt11 2 CarapacewldLh 3･Tk)(Iywelgllt 4 )engLhofchelateleg
5 lengthOf2ndilmbulatoryleg 6 1engLhof3rdaTnbulaLOryleg 7 lengthol4th

ambulatoryleg 8 Lengthof5thambulaLOryleg 9 lengthol151abdomlnalsegment
10 1engtl10(2ndabdomlnalsegment ll lengthor3rdnbdomH1alsegment 12

lengthof4thabdomlnalsegmetlt 13 一engthof5thabdomtnalsegment 14 lengthof
6thabdomlnaLsegment15 1)lSlanCebetweenOrbltS 16 Externaleggs､velght 17

1nte'naleggswelghL

Iststage

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 )4 15 16 17

1 099608870990099L0988097709750984098909930993099109890990

2 0995 0898099309950994098409810ー990099409950996099609960990

3 09850988 090309030893087908820929092409210924092409170869

4 096809710977 09940992098409800983098609890992099309940986

5 0939095709490954 0996098509840988099009920992099509950986

6 09250.942093109020942 098509840984098909900990099209940989

7 095009610948094909920941 09860982097809760977098109830985

8 0933094409080918096309260974 0976097609970975097809790983

9 09670969097309500937093109480926 099309910991099209880977

10097509650965094409210901093209050961 09970997099509910979

ll0968096109530928092609110937091409470992 0998099509910984

1209770967094709280926089909360929094609840990 099809950983

13 097809710968094009350915094209110960099009870984 09970984

14 0966096809650940094809410953091609590969097109610990 0986

15 09630944093809180880089208920886093809680966096409560922

16 058505250596055605210402049504150494053005000514054104800500

17 0582056906510655055104220527043905710553047904820548051305010869

2ndstage

1) 甲栢一渉脚長節良の比成長

株の比成長は5歩脚とも甲何 56mm に変移点せもつ2.本のむ投からなり.鈍脚において帆こ専比成長と

倭比成長,他の4渉脚において劣比成良と等比成長を示す｡雌は変移点をもたない1本のむ級からtL:り,い

ずれも劣比成苑を示す｡

2) 甲怖-腹節佃の比成長

雌は約2,卯3,抑4,m5且ii節の比成長に変移点 (甲仰56mrnJがあり節1跡王侯比成長,約2耕土等

比成長を示す｡変移点をもたない折 1校節は劣比成A.窮6戚掛ま等比成長を/示す｡雌では甲幅に対する6

旗節l剛こ変移JT:I(lFl脈56mm))があり,節目抑ま健比成長.卯2脚tq,此成良を示す｡抑Ijやゆ比成長の

平衡恒数の値は雌より雌のjJ.が払い0

3) EF栢一般'GGFijl隅の比成長

班は甲楯100mmに変移.r!えをもつ2ノ本の屯線からなり脚こ妨比成長,等比成長を示す｡雌は1本の此成長

Jd線で劣比成長を示す｡

4) 印幡一体並関係

雌株ともに中幡 56m1--で墳される2本のrc･㈲曲線からなる｡回帰係数から求めた甲帽 (L)と体茄 (W)

との関係は次式となる.
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谷 W-0(氾145XL!･榊 (荊 1耕)

W=000304xL8･013(那2朋)

♀ W=000146〉くL… 2(那1期)
W-0 00430)り}088(折2期)

5) オホーツク海の姪ズワイガニの比成長血税にtk)し漁場群間の差異を調べ,併斜の占 (甲lかこ対する第1

腹節)と位世の差 (叩掛 こ対する銘軌 第2歩脚.節3歩脚.節4歩臥 窮5歩脚.第1騒乱 節4腹臥

第5虚飾)に有意な並を認めた｡

6) 外卵お上び内卯の韮且は体各部分の大きさに対し.かなり大きな変異を示した｡
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コソプの現存量推定法および群落構造解析法に関する二,三の知見*
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(I-IokJ･('LdoJ･/al･od'L/CFIS/'e'･'eSET♪〃1N'e''/nIS/a/zo′り

+I(I-/OkkaEdoRL･gJOWLFISherIesRese〟l'C/iLabortJI01-y)
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lnJulyoH970.basedonanUnlformlLyTrla) Thesurt･e)edarea150x80melers)wassubdlV.ded
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width,thebla(Ie-1engLhandtheblade-welghl,theblade-W)dlhandtheblade-area,andtheb)ade-

areaandtheblade-WelghtetcwereanalyzedbyuseoEregress10nS Theresultswereshownm

Fig8-Flg ll

+雑文FT-ぢ A74
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4)ToestlmatethestandlngCropOfLtLJNLNalElLWllhhighaccuracy,itlSnecessaryt0takea

)argeamountofsampllngS(morethan12%)

は じ め に

近年コソブ漁業の発展にともない.コンプの適確な現存右.Eを把捉して,コンプ池場を効果的に利用管理す

ることが並要な課題としてとり上げられ.この第一段階として.コンプの存在様式すなわち現存iLt.群落榔

道などに閑する定且的研究の必要性が著者らのZL;Iで論議された｡

海港群落の定足的研究の必要性は早くからいわれながら,調査の実際において,陸上植物のそれに比べ

て,生育界lj2が水中であるという田津から.ともすればなおざりにされがちであった｡

近年,開査器具として音響探索横,航空写真,採娘器具,スキュー/く-などが利用できるようになり,上

記の困難が少しずつ僻刑されてきている｡

コソプ族植物を対象として.その現存鬼の把握,群落構造解析などを目的としたこれ までの研究の歴史

を,その発展の状態から分けてみると次のようである｡

約1)馴ま概観的状況観案による段階で.この期をもっぱら肉眼によった時期と鈍Jtの器共を使用した時期

とに区分した｡その後,これらの調査に統計的手段が導入されるようにな19た段階を節2朋として地理を行

なうと次のようになる｡

第1期 概観的調査時代

A･肉眼的,概観的判断期

この時期は190年代に始まり.現存最調査の智明m川こ当たり.調査照井がほとんどなく,もっぱ ら肉限

的.概観的判断による現在丑の把握が行なわれ.El本では柳JH(1902),遠藤 (1911)らによる食盃な報告

がある｡また諸外国においてもほは同様のノJ法で実施されていた｡

この方法は世界的に広く行なわれ-鰯典が･C糸利用されはじめる19101紺l半まで就いた.

また.この方法は.fr7度をそれほどF:.rJ脳にしない椴 命.またその弧掛こLNする何らの知見がない場合の予

備調査などという点からは有効fJ:事後で,その必掛こ応じて現在でも/95われている.

B･横様器具斗入期

この時事剛11940年代の中ごろに始まる｡

のが特色である｡

Chapmann(1944)は航空写拭.菅轡探索機.grapnel(カギ)などを検討して,その効率性からこれらの

利用を広く投薬している.また WatkeT(1947)は特別の採鍛用兵 callbratedsprlnggrab,vleWtX)Xな

どを考案し.広大な両6.)について鞘盃を行なったo

その後これらの方法は-4,くの幼所で採用されている｡これらの諸外国で行なわれた調査は群落f#道の詳

細な席所よりも,むしろ海掠Yf源の工兵的利用という札束から,おおまかに幣原ふとを把握することを主たる

El的として行なわれ.わが国においても1944年ごろ加里幣源海雄の耶品把握という立場から北海道水産試験

場,北大などが中心となって一巡の銅盤を行なったOなおこのときは閉経を用いたり潜水で枠放り掬杢を行

なった｡

第2期 統計的検肘期

如1期-BにおいてM発された器具が厨極的に利用されるとともに,統副的な検討が行なわれた時期であ

ち.Walker(19LI7,'49,'54)は Iransect法を用いて検討し,B Grenager(1958),E BaardsethandB

Grenagerr1961)らもノルウェーにおいてほぼ同様の方法で検討を行なったo

その後 B GrenagerandE Baa'dseth(1969)は二段抽出法についての検討を行なった｡
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また Foster(1955.'58),Kaln(1962)および Lunlng(1969)らはス牛.i-,L を使用してより完全な標本

採取を行なった｡これらの報告の大部分は先に述べたと同様,海iiLや源の_T.菜的利用という観点からなされ

ており,群落榊迩の解析的な諸問題はあまり検討されていない｡

わが国におけるコソプの生産形態からみると.現存血の把鮎とともに群落構造の解析が非偏に垂襲な意味

をもっている｡このため本調査ではどのような方法を用いるのが巌も有効であるか.またその結果.どの程

度の信新鹿をもつかなどについて検討を行なったO

今回の耶丑は駅故地の状況.作薬iii:,器機などの鵬旅からコドラード法による検討のみを行なったO

木調衣の突掛こあたり,有珠独英協同組合の絶大なるご協力を和ましたことを深く感謝いたします｡また

機々のご指導をいただいた北大水産学部久新健一郎助教授に心よりお礼申し上げます｡

調査地先の概況

調査地区を設定した有珠掛 tFlg lに示すように内柵湾東部に位鮭する小汚であり,湾EIが狭く外洋水

の影響を直接受けることが少ないきわめて瀞穏なところである｡そしてここは7コソプの湾内形であるヤヤ

ソコソプの生育地として,また本迫の代表的ノ1)餐殖場としても知られている｡

Flg.1.ThedeLtlHedmapofUsuBay Thearro､vlndlCaleslocal10nOfUsu
Bayall(Ithedotted】Lneln(1lCateSOTlemeter(lepLhcontotJrS

調 査 方 法

有珠掛こおける水探おJ:ぴコソ7'生市状況に関する既存の資料にもとづいて.汚北部の水深 1-5mの地

点に試験区を縦 50m,拭 80mの唯関で設定した (Flg 1)｡さらに概観的方法によりこの区域のコソ7'生育

状況を調査し.その結火を Flg2に示した｡
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Fig.2.ThlSmapShowlngapartOfUsuBaytlSed

forsampILng Rectanglesshowslandard

quadralS

･..･.･･.･MalnarealnWhereha′,t･7･anatS
foundwlthvlsuallnSpeCLIOn

今回の試験はコソ7'群落の存在様式の把握

をR的としているため.前記区域において嶋

Ell(1957)の方法により UnLEormltyLrlal

を行なった｡すなわち基準コドラード面も▲Eを

5rnx5m とし,Flg2に示した16(A～P

)×10(1-10)の160個を遡続的に設定 し

た｡スキ1-,:河水などにより標本を採兆

し.コンプのぷ生本数.韮払 兼良,典仰お

よび他海蕗の税源iを調査したo

なお当初悉皆調査を予定したが.この区域

はマコ･/プの生育地域の中でも特に生,ff襟度

が高く.この狭い恥EFにおいても全数を調査

することがきiっめて困難であったoこのナ二め

調査に先立って基準コドラード5個の肝細な

検討を行なった群,巣.1mxlm との相E共】が

十分芹占い値を示したことから,火際には 1m

xlmを25倍して基坤コドラードにおけるサ

ソプリソクに代えた｡しかしこのことを他に

刺)日するについてはさらに検討を必要とする｡なお,今回の粥衣は1970年 7月7日から10日にかけて中央水

訳有珠分場を拠点として行なったo

調 査 結 果

1 海藻の分布状況

tl)原 皮

筑輸区には緑藻3敵 視藻9臥 紅砿21廠および斬花仇物 l機の合旨134組が出現した｡これらについて頻

皮,頻度比教および Raur-kl̀ler(1934)のノJ法による階級区分を Tablelに示したD

コソブの軌如 堀 も而く663%であった.またコ./プと鋭食塊尉こあると考えられている7-7モおよびホ

50 T) 100 125

NtlmtKrOEqu且rdraLま

Flg,3.SpecleSareaCurveforL̀LNLI/l〟/LILbedsln
UsuBay

A,MlnlmumnumberolquardralS

ソダワラなどの大型海藻が比較的高い井蛙を

示していす二D

試教区には TableLに示した34倭の海藻

が分AJL,これらの海藻の出現がコ｢ラード

数の増加にともないとのように変化するか.

すなわち趨頬数とコドラード数との関係を示

したのが Flg3であるo この図よりCaln

(1943)の方法により舶少コドラード数を求め

たのがA点の34個であり,Alchlbald(1949)

の方法ではB点の7個であった｡沼圧l(1958)

は両者の関係が一敗にAはBの約2-3倍で

deLernlnedbyamethodorCall-(1943) ぁり.Archll,aldの方法が割り合い安定であ
B,MtntmumnumberofquardraLs

deleTmlnedbyamethodofArchbal｡ ると述べている｡今回の関東においてもAは

(1949) Bの2倍であり同様のE娼孫であった｡
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I),S'''g̀ISSImJSl)P 已,UJtlJE'r'uf･川〝ELI'//all ド,Zo3/a,(,〟,"I,",･

(3)櫛軌別分布

今回の羽衣で狐度が大きく.-船にコソプと関係が大きいと考えられる唖Etのうち,比較的大型の海掛 こ
ついて分布状況を整理し.Flg4に示した｡

アナアオサ ULvl'j･erZz'5'LK)el】Lntlnは試験区のはは全域に分布しており･コソプの分布 と同様の憤向

を示した｡これは付Ŷ.偶 質が同じであること.成合F娼味が比較的少なく,あってもコ1/7'のごく小さい時期

にかぎられることなどによる結火であろうO
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憐恕ト5掬 6-】0機 H-20輸 21140I+油
n-4C41

FLg 5 Dens■tyofLL''l''''L''LL'ノ′一♪0〝ECaPer

onesqutlrenlelerltldlCate'lI)yI-um1-er
ofln(Ill,1(1uals

竺晋L'cu々 ′...0㌦ no隅 】Tl,5m,願 2_50-,L.xn槻 '5000

Fig･6･ DLStrLbulLOnOffreshwelghtOrLu'HLI'̀JIIu

JltPOIILrrll)erOIleSquaremeter

7=-/7'I.L川.L7LLtrLlLJlJj･01.LCLLAresc-

hougは7ナ7オサ同帆 はば試験区全域に

分布しており.一部の技所および砂地には出

現しなかった｡

ワカメ U/tdlりIu/)LH′川/trJd(I(Harvey)

Surlngerとス17メ CoJ/lLILlL̀ 03/ala(Tu-

rllCr)Saundersの分和はr別荘とも同 じよう

な付l向を示した｡生育時jglとの側迎もあり.

今回の山現は相対的に少なかった.またコノ

ブの分布が少ない地点に比較的多 くW.現し

た｡ ホ/ダワラ薪 SurgLLSSlI〝ISpp はワカ

ノと同帆 分布区域は少ないが.コノブとの

LH操 は明 らか でない｡ 7マそZo)/ど/-lL

〃JlLrlltlLLInn丘は偏よった分/17を_F=1してい
た｡これは底質と非常に鈍い朋孫を示し.コ

ノ7'の分和との蕊復は少ない.

2 コンプの群落構造

日)密度分Jrf

コL/ブのJtT生襟度を本数別に5聯級に分け

Flg 5に′Lくした｡国 より密度の;Fj;いところ

はおよそ2個所ある｡その場所は従来の概縦

的力法によった分布区域 (a),(bHFLg2)と

一致する｡しかし Flg 2に示されなかった

地J.Jぇにおいても榊当数の存在が認められた｡

(2)iriム3:別分1Jf

Fi1位ltllh.t当たりのコノブ韮丑を5臓鎖に分

け Flg6に示した｡図より重畳別分布の恢

向は明らかでない｡ たとえは 5kglm2以

上の地点は10個所以上あり.7]'-生密度分和と

はあまり払い帆係はなかった｡

(3J兼長別密度分IJIJ

薬長別flL生木教密度の把鰍 ま僻落構造の廟

qrおよび産業的立切から必安である,菓長別

に3段掛こ分けその離艦分布を Flg 7に示

した｡1m 以下の薬体の茄生本数は非常に多く,全体的な本数鮮度分布憤向を決定する役割りを果たして

いろC1-2rnの姫体の場合は全体の分和と斯似するが,やや沖DIlJ(深所)に伯よっていた｡2m 以上の糞

体の着生本数はきわめて少なく,全体の分和とはかなり火なった様相を示した｡そして 1-2mの変体の分

布に比較しさらにざF書棚 (深所)に偏よる帆Llを示した｡

3 葉長.葉怖,兼帯8t,業主JLの相互関係

JOO個体の標本を抽出し,兼良.糞幅,葉虫ムと.糞両もLEを測定し.これらの的尉こ解析を行なった (F)ど

8-u)o各国 に示 した記T3･L.W.W,Sはそれぞれ灘長 (m),弓削扇(mJ,韮丑 (kg),瀬75慨 (m2)であ

る｡

ll)兼良と菜摘
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Fig 7.De一ls.tyOrI,〝〝''''uJ'HJL･/,0,-LJ川eLICh
bl.ldelenL;lilgroup
A,ShorterthanImeterlnlength

B,Bclween1iLnd2meterlnlenglh
c,Longerthan2meter.nlength
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(g

ul二
鳥
13̂

aPt!Eq

FI甘.9.TherelatlOnbetweerltheblade-

FIg8にみられるようにTflI椴的閃操があり,lJ･J占のrXI

床は次の式で示される

L-1018+5769W (aI

w-0098+a088L (b)

であり相関係数は+0714であった｡

(2)兼長と糞irf

ド1g9にみられるようにTti線的関係があり.両才の朋

孫は次の式で示される

1_-0658+2378W (al

Wニー0101+0306L ･(b)
であり格LXl係数は+0853であった｡

(31兼幅と東亜

Flg lOにみられるように曲線的関係があり,両者のLN

掛 ま次の式で'示される

W=0135+0208W (aJ

W-10157+2242W.･tb?

であり柑LM係数は +0776であった｡

酔 顔rn相子と腰FTE
父際の葉蘭FIIの測定を野外で行なうのは暗闘がかかり非

常に困嫌であるため.今回は兼長×策略を秦面前として,

薬friとの開脚こついて険射した｡W日掛こ示すようにlEi鮫

的tN係があり.JJt)者の鵬齢ま次の式で示される

S-00088-1001W (81

lV-0092+0729S rbl

であり相関除数は 十0858であった｡

4 4本抽出牢

we.ghtan(Ltheblade-length ll 現有孟

ThecalculaledregresslOnl.nes 現存生は-貞則こ蒐畳でRホされるが,今lli)は廉潔的見地
こIreitlsoshown

から本かこついて統計的検討を行なった.抽tH串と岬泣面

抗当りの本数の平均値との開陳を Table2に示した｡この妻で kl,L･2はそれぞれ平均の99%.および95

%の信頼区間を示す｡この平均値の区間の検討において.分布型に1りその計罪方法が災なるため.雌触陳

政に上りF検定を行ない分布型を決めた｡このil招き.弟査地区のコ･/プの分布型はJJf中型jl-'Pol>SQn分JTJ

IC現1TJ崩は41.600,本であった｡

12】粟長机成

この調才亡で紺られた全例体の兼良机成を 10cm,加am,50cmの3段階の級に分けてF唱 12に示した｡

細々のhllLJJ.串では本を取り.この菓艮机庇を lT】FI13に'7てしたO抽LLJ.串による薬長組成のかたよりを が

検定LTable3に′Jくしたc

Rにみられる上うに薬及削掛 i低い油川.串でも付At田と右忠志はない｡
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釦

考 案

1 海藻の分布

コソプ汎掛こおける他海瀕の分布状況調査は,それらとコ./プとの政令幽孫を明らかにすることを主たる

El的としている.蛋毘合関係は漁掛こおけるそれぞれの海藻の頻度被度および分和の状態によって判断される

ことが多い｡

Caln(1938)および ArchbLLld(1949)の方法による最少コドラード数によっては邦度が非常に低い種類ま

で網羅される｡したがってその中に入らない価額とコソ7'との競合鵬係は非常に耽いと考えられる｡それゆ

え競合関係を頻度からみるならは仙 LJ.率04%程度のサソブ1)ソ〆によって検討することができる｡

出現新鹿がコンプについで第2位の7ナアオサの分布は Flg4からわかるように.コソ7'とほとんど重

なっている｡これは着生基質が同じであることによるが,実際の虎合関係については相互の大きさの違いか

ら,この時点ではあまり認められない｡

頻度が第3位のアマモはコソプの分布と多少異なっている｡しかし鋲合というより先にふれたように着生

基Tiの速いによると考えられる.

鏡合関係の指節として頻度および分布の状態を把捉することは虚要ではあるが,具体的成合関係をこれら

のみで判断することには多くの問題があるo鋭合関係の実態を明らかにするにはコー/ブの発育段階に対応し

た放合的な検討が必紫である｡

2 コンプの群落桝造

コンプのŶI'生本数による分布准虚位I'向と単位所も●tt当りの止且の分JJ川がilは共なっている｡粟長別の分巾こ

ついてみるとこの慨糾まさらにHJJらかであるo

また兼良別分祁凶にみられるもう一つの繊l如土井良の大きいものがより沖側 (深所)に分布しているとい

うことである｡すなわち7̂'LIA襟度と薬体の大きさには,帝接な鵬係のあることがFJ!解されるが.これが原墳

灸件に上るの か.総皮の関尉こよるものかについてはさらに検討が必製である｡

-^概観的ノJ法により氾過された分JIJ区域は Ŷ,t生本数rG度により決定される併r1,は;軌く,したがってこの

区域のみの横木によってJRT<組成を検討することはそのL言軸性について多くの問題を残すことになる.

3 兼長,葉帽,葉面耕,葉Jltの相互の児係について

各iEu定値の棚rJg関係は十分に訂Gく.かつ血税的なE娼休が認められたことから,全ての矧 ~Iを測定せず.-,

二のglElで他のJnnを推定できる叶脆性が増えられる｡しかし.これらの蛸孫をそのまま他の銅盤において

用いることにはrul相がある｡今後,時州別,機別に調速を行ない,この朋操を明らかにして作誰の能率化を

はかることが必要である0

4 模本抽出率

111現 存 血

今回の調盆で柑られた現存血 (本数)は41,600本であった｡
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従来の俵枚的方法にもとずき二,三 の場合を想定して曳/(･且を推定すると次のようになる｡

I) コソ7'諮生地区 Lal.(b)肝1g2)の中心点より各 lコ｢ラードの採取をし,これに面節を乗じた切合｡
(a)42本 1m2x290m2+(b)10本 1m2×369m2=15,770本

2) (a),(b)両地区の中心およびその周EF14個所より各5コドラードの携Jfをとり.この平均値に而厨を

乗じた幼介｡

(al19本×290m2十(b)188本 1m2+369m2-12,505本

3) 帆 (b)T'TJ-地区を 5m rli】掛こくぎり,その区画の標本をとり,その平均伯にifil61tを乗じた場合｡

(a)122本 Im2×290m2十tb)1637本 1m2×367m2-9,578本

このように旗bl的方法によって推定された梨存鹿は.実際の別lftJ:41.60本とかfJ:りちがっている｡

今回の調盤において12%の抽山率で舞本鞘虎を行な うと T̀lble2より 1125本土228ノ奉 (95%の信

頼区間)すなわち45,000本土8,960本となる｡

な場合は抽出率を高め.またあまり高い榊度を変成しない場合は抽出率を小さくすると良い｡このように調

査の目的に応じてJB前に計由を設定することがf･T能である.

t2)薫 長泉 成

業長親戚はコソブの群落構造解析の手段として非常に重要IL:役割りをはたし,多くの研究者に上って幣料

が鮭術されてきた｡

しかし,これらは主として噂I■U的立切から紬 的に凪BJ!された場合が多く.母数Ejlとの朋齢こついて統計

的に検討を行なった例は非常に少ない｡このため賢者らは,異なる抽出率における鹿足各U衣の和地田に対す
る偏りを.121検定法により検討した｡折3JZに亦した上うに,いずれの group.ngunltでも06%以Tの

州仙串では母娘印と有一百.丑はない｡

さらに抽HJ.串が04%以下の勘合は groul)】ngUnltの小さいほど有意益が認められる｡これに反し概観的

)JI法による有意抽LLiの幼合は,jE'長別所皮分JIJの様相からわかるように,実際の薬良組成を正しく把以する

ことは困難である｡

軽信および今後の課題

現存丘の把握お上び群荏構造の解析のために必要な抽州串は12%である｡しかし広大な漁場をiI丘対敦

とする場合 12%の抽uJ.率では作業量が膨大になり,JiZ際には実行することが非'A'に困岸である｡これを潔

決するためには.今LL･]行TL:った方法以外に,トラノセクト法,ライソ法,二段抽IIJ.:法およびこれらを併用し

たェルベ法などの検討を行ない,さらに少ない抽LH.串でIHlじようIL:俄虻を細ることが必要である｡

また,今ri5Tのような多人数の協同調査は多くの助命困難であり.先に述べたように,庶本数を少なくする

とともに,'省JJ化のための鱗械開発,利用がのぞまれる｡
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リシ 1)コソ7'の逆走子形成'

金 子 孝

(北海並立稚内水産訳換切)

Sprogenesisin Lami7LarL'ajaj加 ica vaf.OChotensisOKAMURA.

TakaShiKANEKO

(Llok丘a'doWLZk丘aML'F'SherJeSExp-1,,･C,･tL7LSlaho,･)

lnthepresentpaper,theresultsornucle.lrdlVis.onsdurlngthezo∝poreformatlOnOfLa"1･-

1･aruJJ''1,0′′JCaVatOCJ10lc''∫∫sOKA入lURAwhLChwascollectedatWakkanaL,Hokkaldo,onSep-

Lemt妃r29,1970,aredescrltX:d

ThenumberoEchromosomewasClearlycountedasn-22atdlaklneSISandearlymetapl-a§eln

theflrStnucleardl､isionaswellasatmetaphaselnthesecondnucleardlVIS10nOfthesporangla

･esl妃CtlVely ThlSnumberlSlhesamew)ththoseoILa'71川('lLEZJ(J♪0,LtCa(Abe,1939),L a′IgIJS-

lll/tJ(NIShibayashlandlnoh,1956),L dLabo/'C(IrYabu.1958)amongsevenJapanesespec'esof

LL.",EJt〝,･tlL,aSShownlnTable1 WlthlnaZOOSpOranglum,32Zcosporesareformedasaresults

oTTlveSuccessIVenucleardlVIS10m

持 続

リンリコソプ(La,,HMr'aJL7PO,t'CaWarOChoIe,･sISOKÂ1UT叫 は北海道の日本海沿岸およびオホー

ツク海沿掛こかけて広く分布するが.その主産地は稚内市.利尻 .礼文両島の北海道北部沿馬主である｡本税

は北海道南部太平洋沿掛こ産する11コンプ (LjaJ･0'HCLZARJX H)に次いで晶男が健れており産業的に血

要な税{･ある｡

本邦におけるコl/プ属縦物の細胞学的研究は Abcr39)が1コソプを材料として研究し.遊走子の形成の

際に減数分封が行TL:われ.その染色体数は n-22であると報告したのが最初である｡その後 NLShlt泊yaShi

& lnoh('56),iHl58),Yabu('65a,'65b),Ohmorll'67)によって研究がなされ.現在まで6鐘1変種tこつ

いて染色体数が報告されている(Table1)｡

細胞学的研究は唖の系統.ならびにBi緑閑孫を知る上{･の有効な手段と考えられるが,本邦産コソブ属組

物については,兼だ研究が行なわれていない感が少なくない｡今回著者はリyI)コソプの遊走子燕の形成お

よびその際の核分封を観察し.染色件数を決定することができたので,その括巣を報告する｡

本文に入るに先立ち.本研究のご指導を勝った北海茄大学水産学部砺照助を控に#心より感謝の意を表し

ます｡本研究113カ月間研修のため1970年10月1日から12月28E]にかけて北海逝大学水産学部に派漉された

際水産拙物学鎌齢こおいて行なった研究結果の一部である｡ここにこの研究の練会を与えられた関係各位に

感謝いたします｡

f難文市IrJ A75
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T且ble1.Chromosomecoun150(Japanesest光CleSOrLap/11719rTO
reFOrtedbypre､,loosauthors

Specie5 Chromw menumber AtJlhor

L･allLE"ariaノa♪onIla
L.L7/tglISIa/a

i.dlLZbo/iCa

L L7''gNSI〝/〟 ､arJoltg''SsLma

LyeこOC,JSis

i lo'LgLJ･EdalLS

LJrC,tdotHLl.

Abe(1939)

NIShlbayashlandJnoh(1956)

Yabu(1958)

Yabu(1965a)

Tabu(1965b)

Ohnon(1967

0hrrN)rir1967)

材 料 と 方 法

JL-研究に用いた材料は1970年9月29日に稚内市で抜出した )年目リシリコソプで,材料は採触後直ちに実

換室に持ち偏り.海水の入ったノ.I,トの中に生かしておき,午後11時から翌日の午前1時の問に数軌こ分け

て固定を行なった｡固定液は Yabu('64)によって改良されたLllb貫代液で,その丸万は下記の通り{･ある｡

a.･2% 05mlCaCld 50m1

2% chromlCaCld 700111l

CrilClalacetlCaCld 25ml

Seawater 300ml

b)LIO% formalln

tl),b)rJ.)'液を使用Id机に2 1の割り合いで混合して用いた｡固定El.lili'.Jは12時Fi.'】とし,7'L,バラ-トの作動

はバラ7ィソ法によI)3-6JLの卯 T-を作り,熟三川iパル氏のだけ1枚で丸艶後,10%過酸化水素水で約12時

間行ない.敗色は-イデ-/-イ-/氏族-7トキyリン法に上った｡

結 果

リンリコ･/プの遊走千喪群は,一掛こ案件の述部に近い体&耐こ不Bl則な斑紋をtL:して形成され.やがて

この斑紋は上部の方に広がっていく.斑紋は初めのうちは地溝兼件の-曲のみに形戊されるが次蔓かこ薬体の

両面に形成されるようになる｡

遊走子灘の形成の時脚 11年Elと2年日コンプでは若 r一失なる｡稚内市の沿脚こおいては,遊走子蕪辞は

1年ロコ./ブでは9月初句から12月末ごろにかけて認められるが.2年E]コソプでは7月中旬ごろから形成

が始まり11月下旬ごろまでには遊克子の放出を行なってしまうのが通例である｡成熟した遊走子#群は茶褐

色を丑する｡

遊走子♯群は遊走千載とそれを保凄している側糸とからなる`これらの形成のJ5序は既に報告されてきた

コ･/7'属放物の他の磯とほは同様である｡すなわち.輩の&止細胞がjhJ&かこ平行な膜で外層と内層の大小

2個の細胞に分かれるrPl1,FlgSA良 Bl｡大きい外周の細胞は仲良を始め,やがて細長い単細胞からな

る価糸となる｡この側糸細掛こは1倍の休止核が認められ.核内には1個あるいは2恒の亡が税祭された｡

また,妾眉細胞の異常分裂の結果.多細胞からなる榊糸もしばしは観察された (Pl1,F.g E,PIV,Flg

ら)｡このような多細胞からなる側糸については.ナガコソ7'LL･ L̀"gLLSI,LLEH arl0,LgLSS･"La,Yabu,'65a).

ゴ-イコソプ(iJ･e_-Oe′JS'S,Yabu,'65帆 およびェソドゥコソ7'tLye,･doa,La,Ohmorl,'67)で報告さ

れている｡側糸の伸長に伴い,8ql糸と脚糸の間に閉院ができるようになる｡その後.この間掛こ向かって側
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糸の基部細胞から突起が生じてくるが.やがてこの粂起と韮部細胞の脚こ隔院が形成されて,この突起は1

個の細胞となるQこれが苦い退克子熊であり.小山に1佃の休止核と1-数個の楕円形の色素体および濃密

な細胞質が含まれている (PIIl,F.gsA-D)Dこのころの核の酌径は約40J▲であり.核にはl個または2

個の亡が観察され,2榊の仁を持つ核は46-60%の頻度で出現する (Tab一e2)o このような2個の仁を右

T&ble2,Frequencylnapl光aranCeOftwonucLeolllnaSpOranglal

nucleusolLaJ〝EllaltaJ(Ll,0"LCL7UarOl/!0/e′tSLS

する核を持つ若い遊走子瀬については.他のコ-/プ属植物からも知られており.Ohmorl('67)によれは,そ

の戯度はカキクマコ-/プ (i lo7LglJ,edalts)では50%, ミツインコソプ(L a"g"∫/(,/a)で64%-エソド

ゥコンプでは59%であると報告しているが.その頻度は本棟とほぼ同様である｡核は遊建予感細胞の生長

に伴って次窮に大きさを増し,核内には亡のはかに帝く染色される少庇の淡色flが祝われるようになる (Pl

H,FLg E)｡やがてこの染色質は太くなると同時によく染色される糸状をなし網｢棚 になるO漉く染色され

るようになった染色糸は仁と密度し.核内の-側にAtまってループを形成する｡ この時JPが 接合期である

(Plll,FlgSF-H,PIV,FlgSA-CJoその後染色糸は核艦内に広がって網Elを形成しオー7'./スビレー

ム掛こなり.各染色糸の接合点および分岐点に染色質節が軌群される (Pl∩,FIEI,1)1lV,FlgSC&

E)｡この時期になると核掛 ま明断 こ染色され雌くなるが,亡は大きさも畑しかなり必く染色される｡やがて

網目状に広がった染色糸は各所で如くなると同時に肥厚してくる.デイ7キネシス糊の初めには仁と細長い

二価の染色体が観察される｡後lyげ イ7キネyスには,染 色体はほとんど粒状であるが,まれに Y,V,I

状の染色体が観察され.この時ル川こ22佃の二価染色体を数えることができた (PIII,FlgSトM,PIIV,

F】gsF& I)Oこの染色体数は本邦産コ/プ如拙物で,すでに染色体数が発滋されている6瞳1変種のうち

マコ-/プ(Abe,'39),ミツイ/コンプ(Ntshlbtly乙ISht& lnoh,'56)ならびにオニコソプ(idLaboLLCL7,Oh-

morl,'67)の染色体数と一致するOデイ7キネ･/ス榊 こは核膜はほとんど消失する｡中期に入ると仁と核膜

は完全に消失し,極両観で22個の染色体が観Y.竜できた｡この時期の染色体は小さな粒状であり形態的な差は

識別できなかった (P】ll.Flg N,Pl】V,ド1g5J& K)｡中期側面観では.Plll,F.g O にみられる

ように列外に外れて存在する漁色体もまれに認められた｡しかしその多くは赤道板上に整然と配列し,染色

体は中央でくびれてiZ桓輪状を皇し,統錘体が認められそのl-l'JJiには中心体がしばしは確認されたが星状体は

扱祭されない (Pl日,]TlgSI)&Q.I)11V,FIEM)O
後脚 こ入ると染色体掛 ま両極に捗勤し姶d)る (P111Ⅰ,FIぢ A,PIIV,Flg N｡終期には染色体は見

えなくなり,2個の娘核が形成され.核には再び核膜および仁が出現する (PllII,FIぢ B)o

甜2分掛 i同型核分裂であり,妨 1分裂の終了後厄ちに行なわれ,その結果4核をもった遊走子妙 こtL:

る｡節2//1割の際2つの核は剛 如こ分裂する｡この現象は折3分裂以後も同様であるOこの時JyJの｡F'卿で各

Jt22個の淡色体敬をもつ像が観察された (P)Ill,FlgSC-F,PllV,ITlgS0&P)O この遜続せる2回
の核分裂で減数分掛ま終了する.

紳2分掛こ引き続いて,その後3回の核分裂が行なわれ.道東千載内には32個の遊離した核が形成される

(PlIll,FlgSG｣,PIV,FIE C)｡ また第3.折4分裂の中期で22をこえない染色体数を観衆すること

ができた｡

16核ガJの遊走子燕にはその頂端付近から肥厚した膜が形成され始め.32核糊にはこの肥厚部はさらに郎31･

にTJ:り粘液岬となる(PlllI,FIぢS1良 J)｡
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核分裂の終了後,遊走子襲内には色素体が漸次その数を州し,1個ずつ各々の核と凌近し,次いで細胞男

がそのIEl淵に躯まり.これらをとりまくように薄い膜が現われ,令l核と1色素体と細胞質とからなる32個

の遊走子ができあがる｡成熟した遊走子鍬 ま約 70×10/▲である｡

Ohmorl('67)はコソブEl植物の多くの掛こついて遊走予感の形成および核分秒こついて研究を行ない,

コ-/プロ組物の遊走子鋪仰の形成はA,C,Lの3つの塾に分けられるとし,コL/7'屈緬物は1例を除き,

表層細胞が2分され.上位の細胞が単細胞の側糸となり-下位細胞が遊走子水母細胞となり小突起を形成し

逆売子鍬こ先述するところの L墨当に屈するとした｡本Fiも前述の L型に属することが明らかになった.

要 約

1 リシリコソ7'の遊走7-形成の際減数分裂が行なわれ,この節 1分裂が火塾核分裂である｡

2 減数分裂終了後引き挽き3r重め迎綴せる核L/T裂が行なわれ その拙架1個の遊責了空掛こ32個の遊走子

が形成される｡

3 本種の染色体数は n=22である｡
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Flb･A Part0fabladewILhvegtLatl､,emerlSLOderm

Flg B Partofablade,sho､vmgarowoftwocelledsporang】aldくIuL;･hlerCe一ls

resultlngOfthedlVIS10nOrthemerI510(term

FlgSC皮 D Youngsporan郎ILsortandparaphyses

Flg E PartOfabhdewILhspcr.Inglalsorl{lndabnormaln-ulhccllularparaphyses



50 hf *

圭
.･･･II.. 8

Platell.L･̀L''LL'MnELJLLPO〃rtu ､,.lT(′̀/'nle′JSi50K.lMURA

Nuclear(ll､,i510rHnZOOSlX)EfLn即urtl

lTlgSA-[) ResllngStLIgeLC也 D bhowintinVOnuじIe｡)Hnthenuclearc<1､･lty)

FlgSJZ-汁 SynapsIS FiLITSplreme FlgS J-L DlaklneSIB
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PlateIIIIL･a17･'narlL7JaPo7ILCaγarOCI10/e/tS'SOKAMURA
Nuc]eardlVJSIOnln2005POranglum

FIE A Anapha5e Flg B TWonuclelStage FlgSC-E SecondmelOtlCdlVISIOn
(C& D Metaphase,E AnapllaSe)FIピ ITFournuclelStage FlgG Metaphase
ofthethLrdd.vislOn FLg H Metaph乙tSeOHhefourthdlVlSIOn FIぢ 1SIXleen
nuclelbtage FtgJThirty-twonuclelSLtlge
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ホタテガイ幼生の形態について*

丸 邦 義

(北海道立網走水魔訳教場サロマ分場)

MorphologlCalOtBerVatlOnSOntheVellgerLarvaeof

aScallop,PaLL'701,ecte′JyeSSOe'ZSZS(Jay)

KuniyoshLMARU

(Sa･a"JtJBrlLNrJ',A/wL〟'l'LFLShL,'･LL,SI･,lx♪e7L′〃L･′t/''IS/''/totL)

H.elLlenllEICaLLOnOflheveltgerldrVi.e OfaScallop,P yLJlneJ川∫Illtheplankto'-samp)es
wouldbeEmPOrlantgreallyfortherlSheneslnVeStlgatOrSlnOr(le√topredlCtthespatfalls l̀b､Vell

asLo(LoefltclenLseed-collect■onor‖115a,CillloL)

lnthepTeSel1tStudy,thernlCrOSCOr)lCmOrpllO】oglCalobservallOnsWeremadeonlx)ththeex-

ternalat-(LthemternalslrucLuresofthevet'ge'Lar､,aeofLhlSS岬CleS ThemalerlalsusedlnLlm

observatlOnWereCOllecled from illElgOOn(LakeS.LTOmiI)lot.tlCdInthenOrtlleaSter】一paTtOl

Hokka】do,durmgaper･o(lfrom7LhtO26thLnJune.197l,byltleVe'tlCalhaUIsofapl'lnktonto",-

1let(0(泊4mnlnmeshsIZe〕

Themorpho】ogLCillcll乙lraClerlStlCSOfthelarl̀LeOhervè1.LTeBumm.IrlZed.L5(0110ws

Observat10nOrthepro(llSSOCOnChshell

1)Thedeveloprnenl̀LIsta搭esOflllelar､aecanbcclassllled‖1tOtherollowlngfourstages1tlVleWI

FN)lntOftheumtx)n乙llpromlllenCeaSaD-shaJXd.nt一earlyumlx),anl】mt二心,.ln(1.ifu)1-grown

stagesrespecLIVely Thefrequencyd■strlbuL10nOllarva】neverydevelopme仙l】st̀lgeSa-i(Ithe

measuremeniOlshe日werelndtCatedlnT̀Lble1tLndPltlteI

2)TheTelこ1110nbetweentlleShelHellgthandlLShelghい､･abrOrrnularlZed.15日=109L-LH lL)(Flg

l)..LndtheforJllellS.llW.lyS一argerLlla1日lleI.LtLerthrOughouHhelal､･alstLlgC5

3)TheDっhape(lvellgerSllelH JvudIくす′ノ((川(JIlJ 15107 L士64p lntcrlgtllLlnd823土56/=n

helghI

4)TheWldLhor)erLSlde'sstlellvalvels50mleWhatlargertllanthatOltherlghtsldeone(Flg 21,

buLtheshilpeOrtwo～-alvesarealmostSynlnleLrlCill Therefore,thel̀LrViLIshellcanberegar-

dedasallequlVatVe

5)TheprovlnCularteethwhlChsLtuaLedtlttheeXtremltleSOlboththlCkprovltlCulum arerectan-

guklr】nShapeandLnCrelLSelLsnumberaccordlllglOgrowthorthebody(T.lb】ei,PlateH)

SoftpElrtSOfthelarvae

il)D-Shapedstage VelumlSWe日developcdan(1coversgreaterpartOJthe.lnOrgans Anterior

adduclOrmuscleappearslnlheanlerlOrmargLn(Flg311) SolLl)artISpurple-yellowlnCOloLIr

+報文一蘇ぢ ^76
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b)EarlyutlltnSttlge La】)lalpalpbecomes511ghtLyvISlble(Flg3-2)

C)UITLbOStage Poster】ora(tducIOrmuscletsvISlt)1e TwoadElucLort,乙IreblacklShyellowcolou-

re(1 LilblitlpillE)becomeslonger Footbecomestodevelop GIIIs壬IreSllghllyvISll】lelTlg

3-3)

d)Fun-grownst̀lge AneyesTntappears InleStlnelSCOlllng FootlSperfectly(leveloped

(Flg3-5) I)哨eStIYedlVerllCulumlSyellowIShbrownlnCOlour

近年J+.タテガイの州TxL穀,拝実が各地でさかんになってきているが.その根幹をなす天然採苗において,効

率的な採否を行なうためには浮遊幼生調査が不可欠であることはいうまでもない｡その際.各席二枚貝浮遊

幼生が混在しているなかで,ホタテガイ幼生を識別できることが必要であるO本邦産ホタテガイの初期発生

については木下 (1949)-LLJ本 (1964) の研究があるが.破面IF･(vellger)以後の形潜学的な観窮について

は林 ･寺井 (1964)の成熟幼生,田中 (1958)の初期付力稚只に幽する報告があるのみで.D型糊から成熟
)V)に至る若い幼生については報代がfj:い｡

~拝者はサロマ湖にLLJ.呪するホタテガイ浮遊幼生について,識別HT能と思われる駁長 130J▲の後)VJD型幼

生から成熟幼生までの形態秋祭を行なった｡もとより著者の観察は発生よ州 1允して飼育による-塵の発育

過樺を追跡したものではないので研究方法の不完全さはまぬがれない那,ホタテガイ幼生同定の一助となれ

は辛いである｡

木研究にあたり,本文のご校ruJを抹貼った東京大学海洋研究所救援ILl,6讃太郎縛士に深謝する｡また軟袈の

観察方法についてご教示いただいたjnI.rrll央水産課払場魚貝科長搬出彦氏に感謝の意を表する｡

材 料 と 方 法

耽,が材料は1971年6月7日より6月26FlまでのftT).サ.=マ湖赤川採西城で XX13プランクトンネットを

用い,並血びきによって採柴したものである｡採iLI標本は中性ホルマリソでlF.慨 の後,マイクロt='べ ,トで

ホタテガイ幼生のみを取り出し,教典.澱lLL古を洲足したほか,形腰的特徴を追跡するため成熟幼生より漸次

若い幼生にさかのぼって適宜写其撮影およびスケyチな行lJ:った｡鍍装の観察は次亜塩素酸ソーダ液に幼生

を入れ.軟体部を溶解した後解剖針で収をE淵き,ダリセリソゼ1)一上に移し.位鑑を固定して行なった｡

結 果 と 考 察

I,外部 形態

1 発 習 段 階

ホタテガイ幼生の発fll段階を外部形態としてもっとも特徴的と思われる殻頂の膨出,その他の形iLrB的特徴

から4つの発育段階に区分することができるDつぎに各党If日没階の特徴について記載するo
a)D型朋 (D-shapedstage)

この時掛 土光羊f途上では蕨掛こ区分すると後)glD型糊に相当するが,ここでは穀長 130J̀以上の幼生を

扱ったので一応D型畑は したC幼生の蝶番奴 (hlngeL'ne)はL〔主線状ないしはやや陥入し･まだ殻頂 (umtx))

の膨LHはみられない｡放形はいわゆるD字状をしているが,Fiil後不等で伯接部は円味がやや鋭く,後細部は

前縁部に比べ鈍い (図版 1.約1-3回).

b)初期穀頂期 (EarlyumbosLagel

蝶前掛ま前の発育段胎にみられたlli線状の中央部付近でやや膨Ellし幼生は穀風脚こ入るO殻の伸長は嫌
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YAble1.ExternaHeaLureSOfprodJS50CO/ほhshell

Note D D-shapedliLrVa SL Shellleng(h

UI Ear)yurnLx)larv.I SH Shellhelght
U2.Umt)0brva

F ITulトgTOWnlar､a

番線と蔽角の方向.すなわち脱足部に向ってみられるようになり,叡形は前期よりもその特徴が上り明瞭と

なる (国版 1,第4-6回)｡

C)怒頂期 rUmbostage)

叡原の膨出は前後背奴部までに及ぶようになるが.まだ打しい実tJifiみられない｡･aEFt形は7mPJよりも全体

として円妹をおび,卵円形に近くなる (回版 l.第7回)0

d)成熟期 (FuLl-grownstage)

この剛別は前期を中)tJJ搬Ⅵjylとすれば後JgJ殻頂Jp】にあたり.叔J]Bの膨LJSは77-しくなり乳97i状となる｡穀形
は前祉部が一周鎖くなり.後細部に至る輸抑 ま仮線中央部JIJ近まではやや直線状で,その後は円形に近くな

ら (周版 1,第8.9回)｡

以上の区分に従って政見 130F.より285JLまでの幼生について観察した鉄火を示すと折l&のようにな

り･これをさらに大別すると･D型朋 恩長 150JLより小.初期定IB期 150-190JL,丑Ei朋 190-240/ち

成熟期 240J▲上り人となる.今回の観察で出現した恩人の成虫も幼生は･3長 285JLであった那.過去に最大

のものは 310〟が暇 されている｡ サpl7湖では大部分の幼生は課長 250-280JLで付̂Y.'に入るが.陸奥
湾では点火の成勅幼生は毅長 400～5a)FAで,多くは 300-350JLになると付Trするという (l11本 1964)｡

このように付Jr7時の火ききは本棚と陸奥群とでは舛なっているが,このことは浮遊環境の違いに上るものと

思われ.一般に水温がTLL､勘合には付邪変態も●lLく行なわれる佼向があるという (LLl木 1971)0
2 殻戊と淑FLdrとのLig係

二枚il助Ll三の発育過掛 こk.いては.一般に,Bl戊が殻高より大きい関取が存在するが.ある槌ではこの開床

が逆のもの.さらには発行途上で相互の関係が逆転するものも知られている (宮崎 1962).ホタテガイ幼生

について政財 こ対する敷高の比率を求めたのが荊 1表である｡これによると.先帝が進むにつれて値がいく
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hゝrIlt¶〆ITII'
Flg･1･Relationbetweenshellkngthand

shel)helghl

らか減少して行く帆E.)がみられるが.このことは殻

の仲良が主として腹綾部において行tL:われているこ

とを示している｡

また点長と殻高とのtkl係は戯小EL乗法によって.

II-109L14119の凶相‖'l線で7i;され (約1回),

･+･タテガイ幼生では各期を血じてつねに放長の方が

)'投l化よりも大きい0

3 放

)'BZの&耐 こは穀項部に近い輪脈のTL:い部分と.こ

れより頗緑敵こ沿って同心円状のBl州的に刻まれた

輪脈とが観察される｡この輪脈のない部分がいわゆ

る祈1原敷 (F'rStProd'∫socoJ'C小 にあたるわけで,

その人ききは20個体の測定では叔長 1071土6LIバ,

放砧823土56Jlであったo

この仙まELJ本 (1971)の報じている淑艮721̀,敷

打.758F･に比べ搾しく火きいが,この差掛 三先に述

べたような木棚の天然戯軽 と.人為的な飼pffElhJlと

の適いによるのではないかと思われる｡

つぎに左殻と右穀とを側面から軌劣け ると窮2回のようになる｡これらについては忽項部の隆起や,これ

より脱線部に至る輪郭において左敬,右掛 こほとんど差異がなく.ほほ'左右JfI称である｡両殻の最大将の測

定では左殻が右殻よりも弟分大きいようであるが,幼生の閲定位鮭や拙ノ.'真の合わせ方によっても誤差を′l_じ

やすく,正確な値を求めがたい.しかし木F(1946)も左穀は右掛こ比べ大きいことを観察 している.-

1),E粥コ(1956)によれは付着初期の稚只では左歓が右課より深く,穀頂の畝 rjも戯く左右不等であるが,
原殻では叙頂の膨出状掛こ左右で何ら走火が認められIj:いので.成熟幼生では等)故であるというOこのよう

に巧えると搾遊脚では左右等穀が妥当であると想われ,付着初期には川中の指摘過りノ1--右不等渋となるoL

かし成只では右徴が左穀よりも膨んでいるので,初lylfr冶椎貝とは逆になっており,この逆転の起ころ過鍵

1 2 3

Fig･2 Lateral〉lewsOHarvalshell rl､heleftpar日Sth.

l SheHlength(SL),137F▲,ShelLhelghL(SH),llLIFJ

eVal

h

v

dt

d

>I

M

=

▲■

e

~P

.t･
h

(SW),67/I()efLvalve(Iv),37p,rlghLvalve(rv),SOL.)
2 S1.,180,Sll,152,SW,80(】V,45,rv,35)

3 SL,200,SH,185,SW,99(lv,53,rv,L16)

･ISL,241,SH,220,SW,124(lv,66;ry.58)
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u ) l

Fig.3.D).lgr乙ImmallCflgure汚Showl11gttleInnerStructure

D-shapedlarva,sheH1engt1-150〟,shellhelght127J▲

Umb-Stagelarvt1,204XI78/l

ELlrlyfull-grownlarv三㌧239×22LIJI

Full-grownlarva,279×2L19′1

A,anus,AA,anterlOradductormusc一e,DD,dlgeStlVedlVemCutum,

ES,eyeSIX)t,F,font,G,glll,[,lnLeS【lne,LP,1abltllpatp,

Ma.malllle,Mo,mouth,PA,po5tCrlO'ad(luclormuscle,R,rectum,
U,umbo,V,velum

を今後明らかにする必葬がある0

4 幼 鏡 iih'

Jかgensen(1946)は二枚貝幼生の充足に際L鎖炎･hlngeappa一.lLus)の形掛ことくに注目し.]ミees(1950)

はこの形態によ.'て別型化を行なっている｡ホクテガイ幼生の鎖張には他の種掛 こみられ るよ うな側鉄板

()aleralhlngeSystem)はなく,ほほ正も線1人の煎恥､幼鉄板 (provlnCullLm)がみられるo幼欽擬のErTl後両端の

厚みを増した部分には角状の幼銀歯 (provmCul̀Irtooth)と向い命った朗のf如こ対する鑓ふとが交互に並ん

でいる｡D型)plのものでは幼攻幽はまだ2個であるが,初P徽TJfi)帥こ至ると3個となり,殻JJlU抑こなると4

個のものも認められる｡これが成熟期になると,さらに数をJnL5-6個となり,林 ･寺)ド(1964)の観'#

とも合致する (折1表,図版Tl)｡

Tl.内部柵途とその色彩

軟体部の桝造それ自体は殻の外形的変化と'&蜘こ関A:lL介っているので,各棟許Alaの分化過樫を観察する

必要がある｡しかし詳A7Tな発生学的な経過についての言及は本文の主たる目的ではfJ:いので,ここでは査定
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上特故的な事柄について述べるにとどめるO

各発育段階の幼生について,その内部桝適を慎式的に'-J<すと那3回のようになる｡

D型期では而盤 (velum)がよく発達し.軟体部の大部分を占め,Fi;棚 恥こは肪閉殻筋 (anter10radductor

mlJSCle)が存在するC

初期鼓糊 では両独の後端中央部に僻弁 (lablalpalp)がやや認められる樺腔で,D型Rflとは大きな変化

がみられない｡

殻頂期になると後脚こ後閉殻筋 (poSterLOradduc10rrnuSCle)が現われ,損jr-は伸長 し,足 (foot)が発

過し(まじめ,触 (glu)那.認められるようになる｡

成勅幼生に連する叙長 2L10i▲近くになると,唇弁のつけ般付近に出征 5FLI和後の眼点 (eyespot)が祝わ

れ 足はよく発達し.脂 (lnteStLne)が認められる上うにfJ:る｡成熟胸にjfってはどの個体においても限瓜

を有しているので,これを成熟期移行の一つの指蝶とすることができよう ･+.タテガイ幼生は叡原期より成

敗姉にかけては前後二つの閉穀節を右するが,LLl* (1964)によれはけZt挫間もなく前閉患筋が退化し.淡
的薮茄の著しい発達がはじまるという｡

軟体部の色彩は全体として決兵色を塁するが.耶化fll頚 (d]gesLi､edl､erLiculur巾付近一帯は夫粘色が裁

く,閉殻筋は晴天色に近い｡
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i.軌 2壷 丁 画 l
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PlateT.

DeveloprnenLalbtageSOfprofIISSOr(/NrAlar＼･ZI

J･..g 1 I)-shapedlarvi,.Shelllength135F･,ShcHhClghL115F'
F)K 2 Thesame,145x125p_

lT】g 3 Thesame,158×135f-

Ftg.4 EarlyumboIStagelarl･a.170×155J▲_
Flg 5 ThesaJne,190×168/l

Flg 6 Thesame,205×175′l

Fig.7 Umbps一agelarva,228×2佑F',

Flg.8 FuLトgrownkLrVa,252x228FI
Ftg 9 Thesame,270x268JL

Flg 10 Justsetltedsp叫 獄)×272JI

Flg lユ Settledspat,390x348,prodL'sJuLuJLl/Hhell,280x265〟
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/く折節≡===司も､

I_I::::I--I--･:.:喜I

kV

＼-養』≦≧碧空多-
/:六･･.■lぎー~~二･J･･-.(.LV
二 丸 ｡J～ 一一一 _､ ー 小 丘二

U 5L) 100/i

P)ateTL

Enl乙lrgemenLolLtlCumtX)HalarezlOltnthviLIveslnVleWfromInternal
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ヒトデ炉の二枚艮捕食行動について暮

有 馬 健 二 ･浜 谷 進 司書暮･宮川 洋一暮事*

(北海jn立函館水産訳扱幼) (宗谷中学校) (抄原町水産課)

Feeding BehavioroftheStarflShesto theBivalve .

KenjlAR】MA,ShinjiH仙 tAYAt書,and YoichiMIYA】くAWA'事'

(I-IokAa'doFlakodaleF'sher'esETJ･en'〃enIE7LStolio,∫)

巾tSoyaJ'L〝'OrH'ghSEJ'ool.ll'aJ･ko,･al)

◆●¶SlLtt,lLra'LILn〃JLOJrlCe)

WehaveobSeTVedthefeedlngbehav10rOfstarEISheslosmanb.valvesWhLChhlddenintothe
substmLa日日hetanksinourlaboratory,1nOrdertoprovetheactualact､vILyOEstarI15hesaSa

noxlOuSPredatortob■valveslnEleld,asanimportantproblemlnLl-eartlflCliLIpropagat･onofb.vaL-
VeS

rhee叩er】mentWereCarrledoutlnthefollow■nb,Way atflrSl,SeveralsIXtCIITlenSOfab.val-

ve('IlaJ,LPSJ(tPo"'ctJ)wereflXCdouta【SomedlrrerentdepLhesasblIILslntwok･ndsofsubslrala

(sandgra■nswIL1-32010720mlCrOnandgr.tvelsw■t1-3105mm LndlarneLerreSI光CrlVely)under

fourdLflcrentwatertemperaturecondlt10nS,next,threespecleSOfstarflShes(351ndivlduatsofAs-

/eriasawLWre〟SZSWILh30to180cmlnarmlength;ユ40日)'slol''5/err,LS,りPo,∫Wlth65to200

cm,and13ofA∫Ier'〝aPer/L'〝̀ferawILh30to65cmwereused)pu- ntothetanks.andtheir

pTeylngab111tleSWerelesLed Andalso,thehlddlngdepthoTthreeSpec.eSOfb.valveswereob-

servedlnCOnneCt10nWLthstaTflShes'predation

ThereSUIL50blaLnedareasfoHows

I)The51arHslleSShowreaHeedLngactionw)thinarangeofwatertemperaturelrom5℃ to25'C,

andlhefeedlngaCtlVIIylSthemaximum tktWeenloo°and20℃ ManyoEthelargespecimens

ofAsler'asa'/I"renS'Sar)dDtslolas/er''LSn'J･o〝(withlongerarm than15cm)dLedaL25℃,

especlallyllwasremarkat'leinthelaLLerSl光CleS BU卜A∫Ier'tFaPEE/川'/ernevershownsuch
feedlngaCtmLyaSdLgglngunderanycondilLOn5

2)Therelat10nSbet≠･eenthearnllengthandthedlgglngdepthol/tslerlLZSDJ/ttLrettSISandDISIo-

lus/e''〟S''′Po'一WereShownlnFlg 2andFlg3 TntheformerspecleS,dlggingabiL･Lydld

rN)IIncreaseeヽenlnlargerlndlVldualswithlongerarmthan10cm

3)lngeneral,thefeedLngaCtLVityofsLarflShesISh)gheHngraveltヵttom thanlnSandytx･ttont

bu=herelSnOdlStinctdLEEerencesbetweenthermlnAs/ellLZSOIIJtIrt〝SFS

LI)Judglngfromtherelat10nbetweenthekidding depthofblVal､eSand thedLgglngdepthoE

5tLlrl15hc5Observed.nthepresenteXtXrlmenr,aPOSSlbtemorLalLtyOfbl､･alvesbypredationot

starl■shesci.nl㌍assumedas33to50%lnSp'J･JlasachalensIS(85to125- .nSheHkngth),

+雅文薪や A77
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40toBO%lnPero/lFdJLtVe711'Lola(4010100cmlnShelHengL帆 and870tol00%inAIaEIra
cLlrlteOPtCltI【401085cmlRShelHength)respecllVely_

ヒトド穀がrl罰,とくに二枚貝を捕食することはLL'米より知られており.1953年北京粥において,ヒトデ

が大発生して.沿粒の-マクリ,7サリなどの二枚Ilrf掛こ大きな被害をIiえたことは有名な事実である｡

ヒトデ頬の二枚只食掛こついては数多くの報告があり,Mead(]901),Gdltsoffら (1939),圧司 (1938),

勝本 (1953),川村ら (1954.'56),Hat.Lnakaら (1958),ビeder(1959),WelLs(1961),K】m(1969)らは

天然の漁場または火換室内において,ヒ トデ桝 の糾料や捕食jitについて,SaWal10ら (1932)SchlemenZ

(1896),Palm(1926),Lavole(1956)らは只方iを捕食するときの行動について報告している｡

しかし皮節の中に村人している二枚只にたいする捕央行跡こついては,SmJth(1960)が Pl∫uSIerbre-

1JTSJ･JhSについて観察した報Jliがあるだけで,わが国に分布するヒトデ掛 こついての封告はまったくない｡

3E者らは只煩の梢崩研究の上で山原安源の減耗の一因として.ヒトデ蜘 こ上る食藩をとりあげてきたが.こ

こでは北海道沿岸にもっとも潜油に分布する三唖のヒトデ顔について.庶矧こ括入している二枚只に対する

捕食行動の実瀬を明らかにするH的で二 ･三の実験を行なったので細られたhI見について報告する｡

本文に入るに先だち.舟韮な助言をいただいた北大水産学部助教授柘 I一昭枠上 実Sir材料の採射こ協力さ

れた熊石地区水産業改良普及所長C崎英夫氏,砂原漁業協同組合,∧93漁業協同組合,上濃漁菜協同取合の

関係許氏に感謝の意を表する｡

なお,本研究費の一部は水産庁 ｢淡海池坊朋卦 こLigする研究｣升を班川した｡

材料および方法

舛弓如こ使用したヒトデ 秋 は. ヒ トデ (AsLL･rILLSaJMJJ-e/lSLS),イトー/キヒトデ (AslerL7LaPL,lt川//e/LL),
ニホンヒトデ (DIsloLaslerIEES/JLPo〝)の三価で. ヒトデは族長 30-180cm の個体35(個体). イト17

キヒトデは腕長 30-65cm の個体13(個休),ニホンヒトデは晩成 65-200cm の個体14(個体)で,

おのおの1-4個体あて.砂 (粒径 320-720JJl,I,辛 (粒径 3-5mm)を深さ 10cm内外に敷いた水竹に

収容した｡伽科としてアサ1)('rapesJE･Po,J'(̀･)を PlaLelに示すとおりAronalphaで割り卦こEE定し

て,名実験深度に埋没し.5℃,loo°.26℃.25'Cの4段階の水温灸件のもとで,ヒトTl穀の捕食能Aの限

界を調べた｡

架掛こ使用したヒトデ静 ま,砂原および上鎖で.7サリは上歳で採JAL.平良 35cm 前技,体正72-

80gであった｡水温の荊節は7ク7トPソ装民によって行ない放水のもとで実奴を行なった.実敦朋閥は.

1970年4月より1971年2月までの間であり.)3取木弘は天然の水温条件に合わせた｡リ三掛こ使用したヒトデ
塀は.1矧-J】ていと絶食させた個休をTHい,実験例姶後1jWul以上捕食しない個体または穴掘行動を行なっ

ても途中で中止した佃掛 まその深度についての捕食能J)がないものと判定した｡

また,ヒトデ邦の穴掘行動に朋適して,北海道n梓に分布するイ1用二枚 Jlであ るホッキガイ (Sp'S･L/'Z
Sac/JL7lIJle/JSIS),サヲガイ(Per･o/JICJzaT･…f/IoSLl),..'ヵ1/イ (AJlLcIt･ELr〟/〃ゼOPLEIE･)の三都の 5℃と18℃に

おける底質潜入の深度をPjlべた｡

結果および考察

(1)水温と捕食串との48係について

各突鼓水温におけるヒトデ邦の捕食行動の結党は FLg lに′1-=したとおりである｡ヒトデについてみると

5TCでは砂丘と鎌氏における基はなく,IG℃および25℃では砂まで20℃では改定で捕食率が高く.一触こ氏

かこよる描食事の劫 こついては明らかな較向はない｡二 ,ポ./ヒトデでは,各実験水温ではいずれもeE皮の
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ノJが榔允半がIIJいC,また,水温25dCの父放水弧では.ヒ

トデ. ウデナ)/ヒトデとも腕長 15cm 以上の大判の個

体に姫死するものが多く.ヒトデでは7尾20%,こ,ホ

ンヒトデでは8Jt571%の個体が実験F鵜姶後10日間に範

死したOイトー!キヒトデは各実放水汎Lf･でも穴掘による

捕允行動はまったく小さず.25oCの水nlLでも兜死する㈹

栃はなかった

すなわち,ヒトデ塀は水温5-25oCの広い範良恥こわた

って捕食行動を/JtL,とくに水拡110-20oCの間が旅先で

ある 細山らl)が腕艮 4-9mm の鮒ヒトデ (Af/(1J'L､

l̀〝IIIre/1J川 について行なった通弧.坑故によれは,その

聴け別ま5-26oCであり筆者らのGl.尖とほは一致する｡

(2) ヒトデ類の駅長と捕食深Flとの随係について

ヒトデ燐の眺良と捕食深度について観Z.弓した紙掛 土

tTtg2-3に71け とおりである｡

ヒトデについては FliE2のとおり,各実放水払 低

fiとも腕)遺】Ocm 以上の個体では,腕r<が畑hl1しても

捕食深掛まjYJ加せず,水氾5oCおよび25oCで,仏L;I;捕食

深度は 5ctTlである｡水軌il(IOCおよび2GqCにおいては捕

食深度はやや深く6-7cm に述しているO

ニッホー/ヒトデについて も,齢長 15cm をlj3-として

同様な帆 ;佃もみられるがJi玖例が少なく明らかでない｡

また.紗底と錬庇におけるLEもみとめられないO

すなわち.ヒトデFLの捕1%深度の舶I.:.llrはJ榊王水T7.JrLIO-
2boCのr''1-け 7cmであり.それより低温でも祁弧でも捕食

能力はやや低下し,とくにニッ.+,1'/ヒトデは25℃の高水

弧下では能力は榛端に低下す る｡SmlLht)が PL∫LL∫/LJ'

blLJT･''J,tnIISについて軌'雛した報仏によればその駅卿 ま

I()cmであり.筆者らの淡取結児よりやや深いがSITlltl12)

は眺戊や水温にはふれていない｡

-サを-i:,トしてからヒトデが灰止して火掘行動を鵬

的するまでの相川は,1時間～7Elときわめて個体,riが

大きいoLかし,ヒトデ節が-サの位雌を確認する憶))

はきわめて正確で,あっち,こっちと訳し掘りするようなことはまったくなく,Smllh2)の報告とrrll蛸で,

位鑑を確認すると体の中心部をェサの上宇糾こおき.体の中心部の管足で底質の粒1-を吸.)EL,これを次々に

腕の先端部に 1)レーして,徐々に深く飾りドげるoそして吸取が-サに到達すると.-サの深度が淡い場合

紘,割り第もろとも引きあげて捕食するが (PlateI),エサの深度 JIctll以上ではその位駅で捕食した｡ヒ

トテ燐が只野抱 捕食する際には菅尾の吸引力で班を開 き.自からの'I'l'を反転して体外で消化する｡P.Il113)が
Asle/LELHJLL/grLtl'について行なった報告では,管妃 1本の吸引))は294gであり.Sch】eTnen7.I)によると

二枚貝は一時的には4.000Llの吸引ノ)に耐えるが,900g程度の))でも長時間の吸引には耐えられないので.

けっき1くは教を開かれて捕食される｡また,このときrEilからTu<液を出して.生理的な作用もOf川すると考

えられるが,Lalole-･)はこの手繰液の生理作用については否定的で,管足の吸引力が捕食にBEl孫するという見

解をとっているo Lかしこの芯液は SawarlOらl)はカキの心鰍 こ,甘原ら7)は数段の二枚貝の鮭の縦毛迎
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動にたいして明らかな麻痔作用があると報告している｡

また,ヒトデがェサを認知するのは yostllda8)は腕の先端の眼点の樺能によると報告し,Regnart9)およ

び狩 野 】0)は管足の触'jZによると報告しているが,索糾行動は主として咲覚によるものと考えられるoしかし.

暁光離官については RomanesIL),1)rouho12)らがその存在を推定しているが朗らかでない｡ しかし映覚の存

在については,Kalmusla)や ChrlSlen5enLl)ら多くの研究者が水槽 中の出払で,NelsonL5),PlarselB),

SmlLllI7)らの研究却 ま野外の突験で.いずれも娘覚能ノブがあることを報iTTしていろ｡

(3) 有用二枚貝の潜入深度とヒトテ頬の捕食について

次にヒトデ塀の捕食深L姪にLk]適して.三輔の二枚貝の畦fIに潜入する深度を調べ Flg4の統児を得たO

これによれは,工.//くカガイは水温IS.Cではほとんどの個体が水8.nJL5oCでも87%の個体が捕食対象となりう

ると推定される｡サラガイでは水温5oCで40%,18oCでは80%,ホッキガイでは5℃で30%,18°Cでは35%

の個体が捕食対象となる可他姓がある｡実射こ使用した只の破良はサラガイ,バカガイで 4cm 以上.ホッ
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キガイでは穀長 10cm前後に触られているので.これより小型の個体では,底質に潜入の深度も淡いと推

定され捕食される可能性もより大きい｡田村らlB)によれば,これらの推只が捕食されている｡藤木]9)紘,ヒ

ラモミ}ガイによって,敷艮 19cm のホッキガイが捕食されているのを報告しているD北海道沿Fl主のホッ

キガイ漁掛 まほとんど水深 10m以内の砂泥底に形成されて.これらの池場ではヒトデ柳の分巾土少ないが

20)J),年によっては群 先.ヒトデ麻が沿岸近くまで投入してホッキガイを捕食する (未発表).また砂原の

ようなホタテガイ弛助では,ホッキ,その他の有用二枚且も多少分布しているが,漁場を形成するはど多く

はない｡しかし,これら二枚八の碓仔は大壷に発生し.ヒトデ掛 こ捕食されている｡ この よ うな初期減耗

那,その後のこれら二枚只資源におよはす影響を明らかにする必要がある0

要 約

411北海iEi'沿粋に分IJJする三種のヒトデ /lSleT･lL7StJl/Ill/-eJLSJS,DLSIOllLSlen l1∫IIL♪0〝,A sIL'rllL(II,eClLltZ-

feraの底質に帝人している有用二枚貝にたいする捕食能力を鞠べ.同時に≡椀のイ了Jll二枚只の底質潜入の

深度を湘べ捕食される可能性を推定した｡

L2】 ヒトデ桝は,水温5-20oCの広い範丘flにわたり捕食行動を行ti:うが,10-20oCのriりがもっとも活発で,

ヒトデ (A'/ertas(1111LLreMJS)では底質による品はないが.ニッ,i-:ソヒトデ (DIS10/lJSLerl(LS /Hj･on)では,

疎氏ゎ-))が榔食率が砧し､O腕長 ユ5cm 以上の個肘i水温25℃では失死する個体が多い｡また.イトてキヒ

トデ (Auenuaf･eCtL/LtfL,ra)は穴珊行動はまったく行なわない｡

(31 ヒトデ柄の脱炭と穴掘深度との関係は Flg2,3のとおりで.新兵 LOcm 以上では断長が増加して

も深度は州加しない｡ヒトデ桝の穴掘の戯大深皮は水温10-20℃の間で約 7cmである.

(4) ヒトデ桝の捕食深度にBg逃して.ホブキガイ･:SptstLlasachL7lLJLe/rSLS),(放長 85-125cm),サラガ
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イ (Pe,'o〃LdLtLVg〝"losa)(駁艮40-100cm),エ･/ノミカガイ (MacLrLZCLu-′一eOJ･'C/a)(穀長 35-85cm)

の底Tf村人の深度を朗 べ.捕食されるF･(能tkについて調べた結果,ホッキガイで30-35%,サラガイでは40

-80%,エ/ノミカガイでは87-100%の個体が捕食対如こなりうると推定された｡
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+*は水産増殖賢料21号 (水産庁漁菜振興課)より引用



ヒトデ例の二枚只捕食行動-こついて 69

ExphrtaliortofplaLe

A.AnexampleofapreyusedltllhlSeXpCrLmCnt Sho､vlngabllfah･e

('rLLPeSjtzpo′J′CL7日lXedoutaw∞denbarforwhlChltWasburled
Lneachexpecteddepth

B,C DigglnirOfstarllSh(DJSloIL75/eJluS/ZJJ)OIl)IntoSalldyandgravel

l沖LlOmSrotfeedtrLg

D,E,ド DigglngOfstart.sh(As/erL'JSL'W川re'15'S)lntOSandyandgravel
tx'ttomsforreedlng.



北 海 道 立 水 産 試 験 場

北 滋 道 立 中 央 水 産 試 験 嚇
(HokkaldoCentralFtsherleSExperlmentalSLallOn)

北 海 逝 立 栽 培 漁 菜 縫 合 七 ソ ク ー
HokkaldoMarlneCulLll,atlOnCenteT-)

北 海 3正立 中 央 水 産 試 験 場 有 珠 分 砺
(UsuBranch,HokkaldoCentralFISheT-iesE⊃叩erLmentalSlallOnl

北 海 道 立 函 館 水 産 試 験 鵜
(HokkaldoH.lkodaleFISherleSExperlmentalSlatlOn)

北 海 主に立 両 虎 水 産 試 験 場 rit_肺 分 朋
(MurorこInBranch,HokkaldoHakodaleFISherlCS

0.16
余市郡余rF町
Yoictll,Hokkaido,Japanl
0.I1-Ill
茅部郡鹿部村
(Shikal光,Hokkaldo,Japan)
059-81
有珠郡伊達町有珠
(Usu.Date,Hokkaldo,Japanl

012
函館市舶ノ川町 1-2
1Yunokawa,Hakodate,

Hokkaldo.Japan1

051
室仰市舟見町1-10

Exl妃riJllenLalStal10nJ (Funamicho,Nut-roan,
Hokkaldo,Japan)

｣ヒ 海 辺 立 釧 路 水 産 [試 験 切
(Hokkal'loKustllrOFLSher)esE】くl光rlmenttllStatlOu)

北 海 RI 止 網 走 水 産 試 験 切
(日okkaldoAbLIShlTIFIStlerleSExl)erlmentiL)SLaL10n)

北 ガ症氾 立 網 走 水 産 試 験 場 紋 別 介 助
(MonbetsuBr.TlnCh,Hokk(lldoAt)̀lShlrlITISherleS

ExperlmenLalSltllion)

｣ヒ海道 立 網 走 水 産 試 験 似 サ ロ マ介助
(SaromaBranch,HokktlldoAbこLShLr1171SherleS

ExperlmentalSliltlOn)

｣ヒ 海 道 立 稚 内 水 産 試 鉄 塊

(Llokk.･udoWakkamlFISherleSExperlment.llSt.1110nl

昭和47年 3月25日印刷

昭和17年3月30日発行

085
釧路市沢町16
(HamdCho,KushlrO,HokkaL(lo,J叩.1m)

099 31
網走Tf了′i'鱒浦31
(Masuura,Abashlrl,Hokkaldo,JtlP.Ln)

094
紋別rh一港町5
1MlnaLOmaChl,MortbcLSU,

Hokkal(lo,J=LpanJ

093-02
常呂郎常呂町栄捕
(S乙LkLleura,Tokoro,Hokk‡IldoJ叩anl

097
維IJj市宝来 4-5- 4
tHoral,Wakkanal,Hokktlldo,JiLP.ln)

莞 芳 香 北海道立中央水産試験場
北海道余市郎余市町

印 刷 石 山 藤 邦 男

印 SI所 山 藤 印 刷 株 式 会 社

札 幌 rr7大 通 西 6T R
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